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森林ﾡ定 /7.e2du2zxzezそ チ Fo2cdZo
土地量 -Caと ィccd422ewe乙 

土地測督ヒついてはノ ク軍をみなさい。..

地 優 4 み224み
地優についての改げは 6承とみなさい・

標本調杏法 4xッ2&g ス&eco 
ﾡ木の程規 T#a す &x&d

バ ﾡ金標本 〜&xd。 ユaスu& 乙は 4集置におけ? 

現目、ﾡは個体が 好ﾡかつ救区なが会でﾡ本に合まとるﾡな 

ラ 法 で送げれ た標本 である.

N 代 衣的ﾡ木 2en2euazCaxcve Aagw&と は 4祭田にす 

在 する主暖な火全てを 代寂してい るがでめる.

s 消ん景本 &のuス水 4&ッ&こは 不均貸な研咲m 
内○均ﾡなﾡ位からﾡﾡされた、ﾡ以上のﾡ依為株本かと公 

っている 確平的が本である。

ク. ﾡ定祭ﾡ地 Poomaaw 4awne 2んごは 条返し 

ﾡﾡ法, 脚ちﾡ通, ノ○ほ以上の排ﾡにわたつてﾡﾡしてﾡ日 

紙量な西在する、 小ﾡ選ク代役的旅地でめる. ﾡﾡしたﾡ株2 
研ﾡ では、 /平ラナェイン位のこともめるが、 -ﾡに、・正 

がﾡ地は み エーカーさ り小さく <はいけない ーエーカが重 

当であ乙。

ﾡあさ、正確さの支では、円ﾡがﾡ地より短形が準地の方が 

よい。細扱いﾡ準地はﾡ測の際西みの受めが救しいため物める 

こは火索ない。

ぬﾡの票な試べる断に片 田モﾡ準地のﾡﾡに ノケ以との 

ﾡ処型(対ﾡ)標準地な数ける吐ﾡがある.試かに暖す る \野 

地激はラ 以上で こガは溺售さ紀るものの安谢の無表で

宴る、 がﾡ地Yしての旅地は 試在される咲徒の平坂に公示

〜6二



ﾡだけ盗いものな送ドばならない ・

固定係楽地のﾡ界は 測ﾡ,コンパス ははトランシットで 

測り 商ﾡの剛担にはステールテープなﾡっ。 声差はる。。よ 

り 大さく <はならない。

林木には者ﾡ 金本ﾡの符で番牙をつけ 大悠 ﾡ牽地内 

の林木位 番函が られる.

5 対区保準地 Coznoe ァと。て はﾡ理ﾡﾡ地の反意る比較 

する基準マはぷ準乙するだめ ﾡのﾡ 政付ﾡされていない林 

地内に数けた ﾡ準地であり、 ﾡﾡ理林かの庄長経ﾡの研ﾡに 

甘曜さ ほ n..

と 閉ﾡ林地イw2cd は ﾡﾡ地を姿ましい咲ﾡに保った 

め ﾡ準地と同じ契型のﾡご三され台 ﾡ定ﾡ準に隣接したﾡ 

ﾡ初の林地てあろ

ク ©24a&coe そ ははﾡﾡ地の四部なﾡかするだめ 金 

ﾡﾡべ区ﾡE 直名が 勿 枳 の林地である、植の係本 

ﾡ査では 一定の向Wﾡに この悪な※し<行く

ふ トランセクト 72aペ4ecそ りゃ厶 と。ぞ は一承な 

大この区間と霊之たしの(通 ﾡ接していろゝごあろ. 名 

区勝は央々 史金な葩族がえ おれる一つの単位でかあ。一ﾡ的 

なものもあるが 普量はは 樹足的なものごあ名、 区動は 形 

のこ乙も田彩のこそしめるけども、不ﾡ則な形であってはなら 

ない。

ﾡ歩の位登の僕ﾡは ﾡ帯 ノ②ユ○オェインﾡはそれ以上 

の隔ご、救ﾡ的になる。

一区雷の厳率的な大きさ は. 一平カケエインで 普通 準 

地巻り / ○区語以下 のこ乙ははない。承準地は 湖年ハン ドコ 

ンパスを候つてﾡ活ﾡこ交受する方何に数けらL、 区面の町ﾡ 

のﾡ柱と して ﾡべの長*の埼なに施をろっ

ケ表 円形がﾡ地の大冬さ

, プ ライプロット Cozeそは 林上にガ関的がﾡﾡで該

ﾡ楽地の面ﾡ ___________ 全

(エーカー 函 ケェイン ロード

ク%o ラョ/ aX/ o. 544
zo /a 42 ク 2夕2 </
e ヨク24 クタ4a 24

一 ケっ. 44 o.7ラa 3 /ヲ
久 今テ sa o.sラ2 うケク

夕 sヨ. 24 ス 242 5◇ケ

/ ノ/ワクケ メクgく クノ

今s表 正ラ形ﾡ準地の大 さ さ

ﾡ準地の個ﾡ
近 長

すェイン ロード

グ&o ○.25 / ○

3ao ○.今 .o
ク％ <4.o く 2 ム ○

クs ノ<ノ< 今44.
グ ノ○<.3ケ 久 今s/ 4.52

/«ク 5ク ユ2ョ4 a. ア
/ コシーク/ ヨ42 ノ2.45
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けた 平行なゴンパスライ ン に沿って糧則时な固麻ご配超され 

ている 発形ﾡは円形の 一様な大ての承ﾡ地てある。

/O、 &エーガー三ﾡ形標牽地 72ate4Ca2 Oフひの一 Z2a2Zシe-
-のC&れ4c花はかなり上手く利ﾡされている. このﾡﾡの

断辺三角形は ﾡ形やﾡ形標準地の場合 リ少い訳差で 近ﾡ

に改番でる・ 函送がずるのは 基ﾡにﾡ直な活立をめる

跡だけであり、ﾡ長を次める時の該送が Cちらかの側ごと.ケ

句であっても 面獨では健かククa %のﾡがずる拡さな

い。例象の長さはノ今S.今妖,さはノク頃cめる

• ァ 我 ﾡ形標準地 く断统的精練)の

大 ささ.

ﾡ準 地の積 平 力
(ェ-カー) (エイン) (チエイン

劣(
%
/
%

么%

2ニラ

ユク

22 く ○

<.○ 2ケ

ラタ

52 aケ

so ス o
献常世を鼓: け* ときには 正確に例祭の長さのある、リール 

に 卷をつけに痢修朗彼が便わ れる。御線の*今の長さは色の 

布、函さはオレンジ色の布な4線にまをっけて 印がしてある

ﾡ楽の給まる調ばﾡの地気に劉着したら ﾡな打ち 行 

測ﾡ月は 後にﾡまつている場線ﾡの手えヒ奈セフランネルが 

宗るまさ 現ﾡにﾡつてﾡ金する」 比行ﾡﾡﾡはこ、にﾡな打

ち、 基ﾡクﾡに逢するまで斎並をﾡけ、 この契に別のﾡを打2 
次いで 中Nのﾡに戻り ﾡの側銀君の手そにオレンジ色の 

フラ>ネルが素るまS ﾡﾡに血角なヶ伝にﾡみ そのに三 

角形のﾡﾡ立しての祝をつ、操率虺の一方の極かり他方の楼 

&夏整しついるセ君は、輪式測定着が標準地から外风ない梭 

に指図する. 林が非常に密生してか状は 角段の示してある極 

商に張つだゴードは. ﾡ変地の略町な示している

純線係率地 Sax&な は a査にかいて地ﾡ&と 

して優わる細長い待績である. ﾡﾡﾡ準地の『は音通ん〜

チエイ ンがﾡわれて い 乙.

. 剛次的界ﾡ地町らクオ ドラート &ケx&そ o2 み222aC 
は緊新樹々 余り 数が多いそめ標準能金洋に っ ・ こは契べﾡ 

し確物を支ﾡ $うだ め採ﾡさのにﾡけらi E小区尋である・ 

クオドラートは 一〒か米政はノミリエーガー く-はに正す 

形 は 一回の 長さが/。 ッ >グマある) の2とが多ハ・

頼 本 の 教く 計 ニダou才- チ A4z*n4ed

ﾡ水的 ラ 法 及とzda2d /20つ&-22a-

/、 フインプロットC&&とは 亜例 西者線なゴンパパス 

ラ イ ン上ヒ規則的な宙ﾡで座西さて いっ. 煤準城の大人と 

w膚高,景準地N深は 愛求さるﾡ書核及に、2て基ろ 円 

ﾡ塚準地は、 その直区にﾡしい距ﾡ以上ヒ 平向ﾡ名婚めく 

聖番するこ乙は火索ない. エーカー標傘地では ﾡりの田 

ヒﾡ々接す24 4ェイ ン阎隰の教定がー 辙ヒ镌わ挖、Fドさ 

wは5よエイン政は/○ケエインが音狙である。4万名の測定 

と云っより、立木クペルト,林ﾡ ﾡは林分とかを切ることヒに 

よって. 代ﾡ的な標本を求めるだめ、函査線はﾡ塚 その他の



地形に富角方ﾡ に該け忍げな らない。

林相区ﾡをす ②だ之に4交均民な利用すば 標ﾡ地の位画 

は房因上で佐量に送げX コンパスﾡを伊って の位番 

が地上にﾡめらんるcく○羽念家)このやりあで しx照- 

の分類とし U神丛を况 たRク が程よ く均ﾡなものごあXげ・ 同 

じ消夜で判氷は少くてすか. ¥の上、あらのるﾡ&神え、 そ 

○地殺のあら ゆる部分が ﾡ等かっ独立な検会で救わつれる様な 

万交で 塚楽地は林地上に配愛之れわばならない. ある時速の 

株分の状ﾡが全林地で起るの と函じ場合で 保本・査でも表わ 

れ なけん片ならない ・

N 田形ラインプロット Gcoceaz&&どt を教定する 

場合 中ビはﾡは列茂レた水で示よれる。 ゴンパスラインの 

万台並みにそたに直ﾡ万右の半区が期定され, ﾡ準地のﾡ麻町 

お円周はこの2つの与で示さんる. 標準地の林木な認帳するﾡ 

源上の木やﾡ界の外ににあ るのか内ヒに あるの か不 ﾡかな水は 中 N 
から別つてみとめ髪がある. 携特用卷尺で念入ヒ行之ば =o 
不 盛制定は皆の折をる家索で步R 小型の携常用挙支ﾡ2ﾡ似 

クスクゾジア&天なﾡって スタ ジア測*をすれは、、正疵空精班が 

毎ら4る.

ラ ﾡ形ライ ンプロット &aezxs2z x.. &亡 ごは 

普置,出査放を期みのに優つたﾡな ﾡ楽地0でﾡ 交は- 

翌とて利用す2。m 一始に苗ﾡつ付いている坊ﾡ町テープ。 

S次ッ © 携带用テースの宙耳な明査繚の走ってい る側の木の 

友にさしこみ-,テープな溺査テープク理まa逆に承当二とによ 

り傾卒地の代検から 風界線上の木ほ0の 照為が測られな

. 帯ﾡﾡﾡ地ユαw九&ユし はある林相のﾡ本として ﾡ 
は衣示之ﾡ勝のﾡ本の五さと しての ﾡ線の長さな別るため 

シ源省用チーをﾡって 短形標準地と同じラ法で数百さる 

ﾡじ林相が相当産潟歳いてかば ﾡ点上の認帳は その崩ﾡを 

ケヌはノ ○ェイ ンヒタえてしよい.

今 井容逃ﾡるﾡ払決ﾡな年み2にﾡな油氷医及に?いては 

袋でべる。 色々なﾡ氷密及に対する -般に僕われているﾡ 

本の曜ﾡがと ○衣に示してある.

ム 杯準地のﾡ河庄の緊ﾡは 旅楽地の暦ﾡでめるﾡの不正 

延さから生じたしのである。 ﾡ形ﾡﾡ地の長さ、 ▼やげ彩係率 

地の半経はﾡﾡにﾡ度場測ってみるさある. 潔達のﾡる確 

子は、 項が大さくなり、下ﾡﾡ生が表はるにつて増す。 

ﾡﾡ地のﾡ系ﾡ上の木は 木の中が返ﾡの 内働にある場合 

だけるﾡに する.

4○系 色々な描 宏及 に対して一救に

ﾡわ < い るﾡ本のﾡﾡ (今エイン)

だ 調

ダr -標準地 タエーカー ﾡ冬地 一がや地 ノエーカー承準地

標奉地 調費* 祭卒地 薬登か : 様卒地 M査 杯準地 胡含紙

商 ﾡ 周 ﾡ 向 ﾡ ﾡ m
o % 調 査

<< ケ ケ 今 今 /O /o /e
今 % a 盛

<
夕

/o 
今 今 /○ % ユo /2 /e -o

2と% ・書 ・

/& /2 ケ 2o /e 22 /o 20 zo 20
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祭 勇 査

ﾡ線の
げ書歩合に対す そﾡﾡ肉の 函否 ( チェ イジ

うC% -22 /◇% 今% ユと% /

ケ ケ /ク 2ケ

•么 • , ケ /2 ス0 o
・・/ ・ • 3s 今 /2 22 <o
/名 ケ 7ケ /ケ

.2 • 4と ノo o

泛 ； ﾡ合村チェィンﾡ位で W査終又は標準地の中向を 

算したもので める.

森株ﾡ査のﾡあ塗 ス& &xx&いy =2 
f Z 芦如方 C2uどoo.

ﾡ旅り新分物ﾡ者は 抽氷位膚の材ﾡのﾡ勘とﾡ在ﾡ合で左右 

¥メ2 ﾡ水談途の彩督名数ける, ﾡ*単金の女勤は 数値的に 

は受勃供枚 Gosac f <a2czzg c 8%とし て衣 

力さる。三は子均材に対す 各 百分率 で我わ した培教位の大 

き生で字そ分ら、姿の象数は エーラー 当り材派か月分季ご参わし

-エーが- C2e, &22eの本地で測らﾡ製費材承向の2解* 

偏差( 望み ノ川蝦測世丿 Sあるとははつさ り 殺しておく は登がある 

このﾡにだちし たの係数は W盗さ・林み豪は林ﾡの力塩性に 

縦2S、が/2%からく2%以上さ"受化している. w査合 

ズん2- クスズ2～42み f ② C2z は 合分町 ち 森林の終衝預 に 

対すみ 実ﾡに別Pたﾡ準地政はﾡﾡの面ﾡの百分*こして表わ 

さる。ﾡ査歩合をﾡす二とにより ﾡ誤会を 忙題と寸 R あ矽 

茏率に誌 で 減すこ とが*求る.

ﾡ必談ﾡの計算法 Giムルにみ” t 4zwn&- ezno2. 姿 動钱 

数を求めろヒは

～/2～

g(%)=号 :/ oo
名 は画办/の觀測循で切って 次式で前算する。

宀 三cx一 文コ

エーガー当リ 平均林積の 台分株*年ポは

axc%)=-全
ノエル

査歩合が約ケ%以上"あば. 有ﾡ母条Uヒ対する修王項 

V一(番合ゝ をﾡ術平の ﾡﾡ年差に 通用す々さでめる 

上eの7程式でﾡわ九てい る祀引は

X = ﾡ氷花位のエーカーﾡりのﾡ意

の) = エーカー地位の 抽火ﾡﾡの面翼

この価ﾡは袖女単価のエーカーﾡりﾡ殺の 

ﾡみとし<ﾡわ北る(二の= ﾡ事地文は 

締欲の衝ﾡ合)

のメ= 抽単ﾡのﾡ忍

又 = 標本のこみ付を歩子, 三*はﾡ定さに 

たﾡ域整の エー カー 当り の総平均ﾡ積乙 

同じものごあ名.

(文=三 X /=w
～ = 抽*車ﾡ数、三Lは布ﾡ吸は楽査像の複で 

あ る.

遣にかける掘火駅たの算が4ノ系に示してある. こク例で 

は 一草位としてﾡ査されだ今4エーカーの-地塚のラインア 

ロッ トa書にっいてﾡしく算してある.

&/ 坂 ライ ンプロッ ト者2ﾡ動係数 

と 標準誤途 のﾡヶ

ヘノラ〜



ﾡ承とノタエーカー 査歩合ケ %

紋上の株 エーカー 株ﾡ地

数との駅 準地範ﾡ 
像番易

準老番引 り

ﾡ材み # ﾡ

メ メ
(メーズ 0(ース の(x-ヌア

(エーカー (M.bdfb) (H.MLft)
/。3 2& ○ 22 -2.a○ 一。 42P ssc
2 a /と スク 2ク2 ○5o o5e oz2○
3 7メ2 o& o.aと -242 -25 ○.今cと

/ク <2 一○ o -22& o
ケ タ o ス火 o クムク ◇パe
と o 2 ○ム /2e -24e ーズ2o ○.ク22
ク ラ ～テ 2% 462 く二o と 今テ2
ラ 今 22 2a ○ao -220 -2«○
ラ 4o8 ○e o& -Q<2 -0.ニ ◇./a

/タと /&3と -3ケ2 5oと
356

x - 二uX _ -
^ 三

全=ペ。(マ=ェー カー ¥ り 材ﾡ>

この(メー文P 5o& =24ヨヨ (～= 抽整位数 

: ﾡ媒政はライ

<フ
ペ-/ ラー /

ンの救)

S =Vみ2シラ ー士os。 (8=み/の複風ﾡの孫準 

渓塗)

8(%)= ダ=2ク=2oe=27% (名 ()=マﾡ係あ

(8x デ= ぁ = メ =o。 ヶ

(メヌア ( 郷正ﾡ) =(8ヌア(/ -深ﾡ»合 >

=ooz4今(/-) =22325 .
gヌ ( 修正済) = Vo.o3Zぶ =o/ワ

( 8文(各正溶) =有ﾡ母集岡修正をし 

た算術平ﾡの標ﾡ家

エーカー当りガﾡ=ノ-e土2ノタ /.2d.f亡 

会材ﾡ= 今«(<2○土2夕

= 42.8土o9 ヘ、とえそ、f亡

*ﾡﾡによる認査の時にはは、3 はエーカー単Mの桁線の面 一に薄 

しい、慶測値が全てﾡしい酸みであげいはﾡﾡYなり 計ﾡ 

はﾡ分ﾡになる. レかしﾡみ ノ の.複環値の 正確な坂ﾡ係本ク 

値な求めるめには 上の形な極えておく こそなちすすめする

広大な地ﾡが プロック、林ﾡ, ﾡ相に区ﾡ冬北、各単位が別々 

に部査されるなら ﾡ水認差り示 前位ﾡに別々に計資なしなけ 

ばaら ない。-赤林の各区画○材ﾡちよぴそのﾡ女浜たが分ば 

その森林の総材殺の袖訳准は 各区ﾡの柚火訳の子ラの和の平 

方根 に 等しい 例え

// 2○2士 5今

エーカー当り 平均材承 = ラ ( /eee士 っ今ケ>

=ンクs土oノ/ MbCfそ

株荘
ﾡ 積 総材双合 絵材ﾡの旅準誤ﾡ

(エーカー) (M. Pdft) (M. b ft )

/ «2○ ユ；クク 土 /o
2 今o2 土ノタo
3 22o 三、2oo 士ノ5o

<X 4co / 222 士 6o
ケ 3ao / soo 士/oe
計 二3oク //22o 土 V /0+/3o+ノタ0+603/00

～/メ～



こた以上、相対的に均ﾡな林分、林用・ 令扱大多ﾡに区分さ 

ない地域にﾡ用さる西査法はは 町係数 したがって瞬査に 

わける描ﾡ次ﾡ系るばけかさなものでなけねれはならない. 層化さ た 

場合ヒは、西ﾡﾡは主なﾡに対して 多少なり乙し ﾡ角なァﾡ 

に該ける必暖がある. このことはセﾡ地ﾡでは 等ﾡ祭に自角に 

設ける ことを趣味している。各評ﾡﾡ文は桁ﾡに すべてのﾡは 

の氷裂友故にﾡ比例したﾡ合で表わ、各ﾡ在ﾡのエーカー 

当 ) o 平均個向のヌめは政小となるで あらろ. 初めにめたﾡイ化 

のxッ ラで かなりしている個々のﾡ準地材ﾡから調在の誤 

ﾡな計算すば、 抽必改ﾡは相当ﾡ大頑さ込るこそになる、 調書 

彼当り の株率曲数や希软の我とが塞つて捡かば ムノ我で亥明し 

ﾡ数ﾡ迫の算にﾡわた望み付さセ測値. ・み付平均をどろ 

しとあﾡわなけばなら ・い・

ﾡ最な西ﾡ»合の ﾡ aaてcaぞcox ◇才-

2& 2u2ezC C24イ2イ2a イイewdイす

-微的な条林状ﾡセ基とした 評査のﾡ町係本のﾡが行なわ 

ヒ ﾡらかに, 一様な複及の均終な林分ごは ﾡ氷単ﾡ店の姿 

初は小さいであらろ。大型木が教しているﾡ断林分では 及動 

は大さいごあらら. 外の因多が一定であば ※初係数は エー 

カー当りの材積の少い林では大さく 多い林分ごば小さい. 妥 

w係枚はﾡ単ﾡの形、大さて. ﾡ明されるﾡ登故の型によつ 

<もヌる. ある本相でﾡするにきっ<は. 子めﾡ書のありろる 

ﾡ友の評価が系る前に, 相回かの試験的清査ご及動係数を次め 

ておく めﾡがある.

例 し< タンンルパ=ヤWのﾡ地星カ シﾡク約う20エ ーカ 

一の地域に適用さた エンのﾡ線ではは ﾡ動係数は8
～ ユ5%の自ヒあり 平均レてノ/今% であるこそがかつた. 

この様な炎際ﾡが店ﾡが利用赤Xば 次の式な使って 与え

らた抽火宏灰に対する認査のﾡ及を予めﾡ定氷赤る.

gヌ(ダ)= ポ .

有ﾡの集面に対す る低E項&急えメば

8x(%)= だ許 V=7可延坂る

与えられたﾡ初係ﾡに対して エーカー当 りﾡ水方税百分»採率 

教名は ﾡﾡ地氏は ﾡﾡの 面残に支 盟は えてい そっヒはヒ の公式かうmら 

かでみる.ど受部登合は. まユ=小る保のベニゴで卜帝にうしのと電われる。 色々な 

大ささの地験, 受訪係数ノタ 3o 4○%0調をでの色々な百分 

条禄ﾡﾡ差に対するじ騒な西者歩合 ( a査率 > が42まに示し <あ 

&. この表をしく利用するだめ ﾡﾡがっけてある。

8期査際ﾡ の解条 -ィZ22/12eてユイoて "

C2uoイ2a 22202
ﾡﾡ系 り乙 oe22o2

ﾡ務政は 主な倉に対して血角に教けらそに 函費株又はﾡ株 

cは 抽汝阪ﾡは 正ﾡ分布をレてじ©しのごﾡわた. 調査の共K 
の家ﾡは平均してう回の中2回は ﾡ火がﾡ誤ﾡより小さい。東際 

のﾡ氷ﾡﾡ杯卒設ﾡのつマはっ倍よ り大さく なる確ﾡは夫々0 
o5voo/ ごあり ニク様なﾡﾡ認の条数なとの器右で郷 

«れる誤逆ﾡﾡ乙杉えるのが普理である. ﾡﾡ渓をのﾡがﾡﾡ 

に少数の襲ﾡ塩に基ずいているしので あたば あるﾡ琴水ﾡのﾡ率 

家差はも分布をﾡって ミりﾡに求らる。家ﾡﾡ不を求めるた 

め杯準ﾡ差に掛けるもの独は 自由属 cdegze2of メcezCoz で 

受る。台由及は 普通のラインプロット法桁ﾡ査では ﾡ為 

に送ドれたﾡ又は桁線の救からノ セ引いﾡものにﾡしい。ﾡ部25 
o.o/ に相する色々な台由及のもの衣がらろﾡに示してある.

\、



4ラ衣 2ケ 22/ 2色々な台由 

及に対す る亡の

自出承 確平205 死率 o.o/

フs 44
と • ラク

ユミ ヨム

/o ユニ ラニ

/ケ 2/ ユラ

22 コイ 2夕

3o ユo
○ ・ っ。 っと

京林る 比酸的力賞 なプロックに分ﾡし、各袖会平はべ確 に主は 

層 を 板切な根な調査极計を速用すれ •氏, 系や使会のさ状軍佐ド 

疑花ﾡﾡ査と局じか布をなし・ 普置の様に解釈るさる- 

こに及して .系ﾡ的認査のﾡ食を椎定する場合、 この用公をし

かった時、ﾡ～ば次程が不ﾡ及か布をしこいる林ﾡに、 や商 

ﾡとﾡ置したﾡ々の繰準地かみ、 繰2締差を計算す る時には: ﾡ 
大な訳求が生充る- 地上救はﾡ空写及上て予め分契さた均致分 

スロックマは状分に ﾡ半地が投量さこいる場合に河 々"株羊 

x向の表命から部ﾡの妖たの計ﾡﾡはﾡ会米るにざはい-

とラ表 各々な大さ さ のあ林又 は地球に おいて 一定の推由ﾡﾡ

の採準認送な解るに撃する該合

ﾡﾡの有分季表 ご表わ し た ッ千容標ﾡ ﾡ差

今/赤て昇とた 調合 の例で は ・ ﾡ登奈の 数は字に専しく 包 

ﾡはふマがる ク25②ﾡ季てﾡえるビほわ2 るﾡ差ﾡ界は

Sそ = 2タ ・ N3 = oz x2 fと 

深差の上ﾡと下限をつけだェーカー当りの 第会*務は、 < 22 土 

/2yとdそ にﾡしい。

しク る誤をﾡ界をう るに番するﾡ査歩合をめるたの 4< 
表をﾡ之臓にば相当 々百か字燥掌妖差を*める Eめ スメ は ヲと 

く 宣当なものﾡ) a、ゝの誤差をﾡるル髪べある。

示作 爲ﾡﾡ <対条 的 な 茶 ﾡ的調査 xは、 ﾡﾡ数は調ﾡ Kは 埼 商 

ﾡ s 配産 会2ている。

、、の 猿武阈強の層央 は、ﾡら<同じ公盗産 の 気作為調査の 椅度 

に 較べて 簇分高い, ミのc果。系統内ﾡのポ半課差べペ忌市 

書の株に し て埼さ* 三熟には, 普重のポに解ﾡば米ない。

・ス表の社に示してあるﾡに 系義的部査の構ﾡが幾分高い ミ 

と を方 •して. 支えらﾡぷ季ﾡ差に相きする灰全ﾡﾡをﾡす 

る時には、殺今入さし系数をくﾡおの代りにユ) を夜ろ、

/ 〜

地又成
と% a% ル ② 2本林の大さ % 2 % 4%

(エーカー

か ﾡ理が ﾡ査»合奨 あ係数 ノ5%ﾡ
5o ユ20 / .4 ョ ラo

/0O 34o /23 ラ さ々 2ユ ル

〇ク /テ <4 o ク ヘノ

520 s/o /Q / .ク 二 ◇z クヨ

/200 s3 << ◇4 o.4% o.2 ◇2
-002 a / →ク 27 os 22 o / o/

5200 乙s く / o3 クノ クノ o.2 o. ◇ヨ

ノ2222 22 o/ 2/ o02 002

) 係 数 三 o ダ

今2 夕7 333 22 ノ53 /メ/

/oo 200 a3 今み

-00 qア 222 /// 44 <.3 ao
500 ラ<2 o / 45 コク ノ

/0oo ス4 /テ 63 24 /々 クア o.4
二o02 34e /e/ フ7 /2 ◇? 2 23
今◇o0 ノさ 43 Z / ◇ケ ◇3 ◇2 o/
ノo22 a3 2 0s4 22 o/ o/ o/

～ノタ～



i) ﾡ動係本 6○%
今2 </ア .

/2o 52P .◇ っ4ケ - ○
ニ220 ク2ラ 三？ 2o ルm ズ /
520 ラo ノク 2 / 4ク <a

/222 47< 夕/ よ3 ラタ
2222 443 3 o /2/ <テ ユク <テ <二

s202 44ラ 3 22 々 / ◇7 2
/2022 キタ a3 ユ <2 o o2

才 受動係ﾡはここではエ ーカーりの召か新ぞﾡわしたーエーカー 
(ロノの程本げ

上で測みXた歯剤材形のﾡ卒区走であそとﾡ冬れに いそ. ﾡ 

め<一ﾡ<正#なを意の本分ごはﾡ町係数は/ ケ%以下であり 

目でみてわかるﾡ々ﾡ分ﾡの影者を索るだけ除く承な効釈 

的な西容引計島が通用されろ 引○%は普通の ﾡﾡク森林劇査に 

相当する 6○%乙い2街は材承がﾡクている不堤関な林分 

切螃我である 支あ係枚の東際のク他のﾡﾡは試ﾡ例査でﾡめ 

るのが最しい

この表の倍は ※条には 袖払ﾡ価が ﾡ工立かつ祭為に送 

ド台場合に立用払索るヒに量多ない。 系ﾡ的ﾡ査のﾡ友は一役 

ヒにﾡ じ部書歩合の郷為深会 りもﾡい このこ とを考ﾡに 久 

れ< 与えらXﾡ妖本談送に相当する家迷区系を率する時 

は 数今人 い宗数 (っ, ラの代り に2) を枚う

航空生 写央 Aezc24 P&eCacPfa

林*における ﾡ空写索の 円 全

4と2eoA-e2ccピ

.Sとカナグﾡ都地方の大祝分は鋭空写ﾡさﾡさねている。ﾡ 

空写区の利ﾡと百株. そ 勿 機野 を十 公加っ ととざ、. こ2を上今に使 

えば、林然核ﾡﾡはU公っ 正ﾡにいつ"ろなﾡﾡのﾡ甲なﾡ報在求 

めるニ とベ公索 る・

級区写式は池ﾡそはないが, こ、そ該明する橘ﾡで方法によって、地上 

ﾡ証にﾡする諾向の何かのーベさ, 産ﾡ, 方粒, 科なそねならポ 

めク こ と が公糸 る ・

林系接特右*、 ﾡかの著ヒとクてﾡ値のちる中報をﾡ空写互か 

ら求めっ みﾡカ a. 母系の旨ﾡ x杯円 レE方法の 茶約 ビゅそな 

く. そのそﾡの状ﾡにっいて、 がどの程突熟ﾡしているかという 

こごヒ、 南係がある。

大ﾡのﾡそめると久、 の地ﾡごWL た株林せをﾡりたい 

のそめ込ば、一枚の大写ﾡから、 その居根を求めるニン次るさや.

=のぱ各可ﾡは土ﾡ釈会るマVS、 及林着の地のﾡ顔の受逆*称 

ﾡに係きレてめる-被は三の林念ﾡ真上で、 ﾡお林と称求#: あは 

な ﾡ書林と針業ﾡ林 ヒ&大ﾡする、こさえ公*る-

処分 考 慮 そ 2 と計あに催っ て殺ﾡ レ た ノﾡc 平に=に肉地し 

だ単一のﾡﾡごな2)0必ﾡ写ﾡ"ら、 契株ﾡ*の他の桁岳必 

とﾡっそ, 林業校新也さそらにﾡなﾡ報をチに入ねる=次でさ 

る・ =の肩ﾡは 地形 の確E イPeみzc&ce feazce ・ "各夕" 

2&.xet く-定の次ﾡﾡへらﾡﾡﾡえ点いﾡﾡ) の秋ﾡから 

曲•別 林分枝積の 推ﾡさどおよん でいろ。

pに店、 製ﾡ*病の初卑のﾡ生セ部めるニヒが公米。 ﾡ矢地常 

を疑レ、 及環ﾡを評し、 改長寸べ炎ﾡ置ﾡだめ、 本林、攻野

〜2ク ～ 〜/一



り ク リ エーション甲地を区分する送、林米における向題のあ らアる 

ヶ面Yちんざいろ。

べゐ。ﾡ第のどカざ耳ﾡのおボ怠いふ うに注ﾡする。永消た 

のポズ zー イン*も夕 える。

ﾡ空写項の入今方法とﾡい方

944o2cwラ a Ho24a 4-ec24 P&ctaPイo

現任ある写ﾡについてのﾡ

んezmaな。 Ceree2シラ euio2 P4cta～e/イo

前ソ外の立切たﾡを一諾に祀2表さ2ている .Sの号喫標定 

区が. -ﾡのﾡ害にワシソトンにある αSの地ﾡﾡの 一 

/ep Jクイi2m&イot / "②終さねている ・ 欣俞根 南 ベ橘 

物レた写 噢 のプリント は、 孫ﾡﾡにﾡ向レなけば右らな。

ﾡ林名の写突は・ h林高, 土次係全筋、 主産・ 

4AA> の突約しだ仕そ合んている。次/シカの 

w(南ゴグ、 ネプラスカ州, オクラホマ州、

市談理ﾡ くmの

クリ ントは 求都ﾡ

テサスッ川な名む)

で、 フシン ンの株株有々々4の役空写校ﾡの東都税ろ所に 

ﾡ向レ、 都諾州)くとダコダ州. カンサスを合む>ぞはりぞ22の

Sa Paee ﾡビあ るﾡ救ﾡﾡ部役 ﾡにま方する ル逐があろ。7 
久的ち各区はﾡﾡ列動会社にﾡ向する。 そのリストにク<は、 ワ 

シントにめろアメ リ写ﾡ 桜会 継行し ていろ ア24e6-geareなcc ・ 
E2acce2-夕 た ヴ なさい.

現 場その 写費の 保談 だxeZccZ PイotcacaP-イoe はと&d

製 境余 例物 資 又 は台察ﾡのマップケースを桜っ必受がある。下側 

は粘省ﾡさ, 上ﾡは柔いﾡﾡざ式さﾡ"様に、 子ﾡながﾡ在してい 

る. セルローズァセ子ートねさ, 一枚一枚のﾡ*任係挙する・ = 

はエ買、 ﾡ選ﾡと球入公楽る-

写強の管会 、SZeotg 8&Zみ～Pe

よじねな功くため、w貝ロ 平に•して お小ねばる り 頃 い。オ り M ナ 

Lメックズ ﾡは又スリ仕の引公の中に 一杯に つ めこ んでお<・

どの様にして写真の番ﾡばつけてめるか

How Pcdeazcp4o 22e 72cと～そイてcと

名野央には、受のけ、 全③を示す, 番忌がつけてある・ 

桜や の ﾡテ効ハは巻 ﾡ、ﾡ ど ﾡ然の 浜にっいてある。コースが東面 

とたっ マお払ば、 ﾡﾡその さ何時" も密の めに示レ <あり、 南と 

一 ﾡっ z お ばの に 示してあろ・ 写実の番活がスっあねば、 添 

の番号は香通、ﾡ舌さあり、後の番号ﾡ公の番ﾡそある。

写えの 入 々a&ia 2そeta2d2イe
野 項に ついて

写ﾡ

の該国 ア%caP4 P.ef:eadmn
の 一然的な型 Cmzmtcn

永久的与マークﾡc0cC〜 イ ン 

○けるのべﾡい。 翌場ざは. この 

筆型列年に入えてちらはミでム 

の階貨の g4峯をろのベー番営 

普重のﾡﾡ根剤につけだ. タ

さ あるいはそのの 

インクは・ Zz名 - 2 
来 る。一ﾡ的 なマー 

。 ベンゼンヌア 

製 スポ > るっ ク

不 衣 イ ンクざ 

- 6rap2 ※ 
クはえ 面用 

セ ト ンの様本 

は 清子 こン

運写ﾡ Vez乙c ca2

カメラﾡはﾡﾡ、 は=に缶〜。 したがっ<写 は 地た非 

常み<おい、催か☆移セするにけそ硬ってもぶい。素林非ﾡる 

K. 一総に=の型の写 来が pスて いろ.

～之マー へ之ヨ〜



や号業 2447-と

カメラの え曲は、 ﾡ宮ヶﾡ に対レ <る2 ﾡア を名しzい 

ﾡを示レてい々容写突は 高及料ﾡ、 &aた cdez.c, 
示しそいたいちのはﾡだ4写ﾡとの c4gce といのix

之っ 永子

る。科

次には、 a-保件そﾡﾡ写央リない地が合ま の作

数ッﾡをするには、 より突くの王がル歌2める 。ﾡメは ﾡの

之 、

も の を認ﾡ し らそ あち。

次そ メラF$呼 典 TCawu°2& P4ct22P名

-台は番ﾡと. ヲの一台はﾡ行曲に対してをに、 誠後の-合な右 

にﾡけて密りっけた・ 三台の力*ケ、 二の型の各次依わなてい 

る。ラっのﾡ求の前 の後何撃的休片、 そのﾡ=に対して、 高にﾡ 

正さろ。

三々え旦受さ主に、ﾡﾡのﾡ"ﾡオのﾡ引ﾡに候め2るベ、東部力 

ナダざは、名の ﾡ林ﾡﾡに んにわ2ている.

eザス フ写ﾡ zeozeo

ﾡ枚への号ﾡを一2紫皮し、 地図の代にっね込る。 このﾡの容 

浜 の 歯だ は、ﾡ皮す*くﾡしてあるへ、 そかゝ 地 の 概又 ・ 承 g 
ﾡのﾡﾡに劇ﾡべある。

スメラの 目 高 月ecz2 2e夕d2 ダ 2amu22〜 ・

短点塚 由 と eco2 Aa4C くな@し>ズ町ちとパすメトロ 

ゴンレンズ) はだゝ高度から、 交ﾡ石地抜を城す=ヒが益未る. み 

体的効媒にﾡ委さるべ、 写のﾡ状のため、 係の客は着す。 

二の型のカメラは. 4月の株状写要を減るのにほちず\。

燃系ﾡス4em fced2Axat& くﾡ学®今v) は、林栄 

所崎受ルしマ,文苦るレているﾡﾡ=、 認ち役ゝちのである。

〜2～

氏ﾡ人密ﾡ 4ea 子vee イerみがヒ く Z4 /-イ レンズ)は 

実体的効果ワ、保の袋参派ﾡくかる。 の多い地方や次ﾡべの互 

ﾡをﾡるのKﾡもよい。

絡各尺 U ec4e
&活沢ば「ﾡﾡ哲漠Y人塚ﾡ営シかクﾡ資さ2る。 ﾡﾡの何処ででむ 

だyいクわサなはなく, ﾡ高*カメ ラのﾡささってなる。 絶ベ

は書曲、分*2/24イっズイと 子2cZn<xP)の形*系レ< 

ゅ秒.ﾡX を/2で例は、ﾡベノ オ当 り のりﾡべまる。

ﾡ ノ: ノSsッzのペFはﾡ水のノオがノマ=。吹に対しい、 

ルガ 时 竺 リ スクチエィ ンでノはクvすにﾡきする。

小 « 天 Paビ -gceo

本ﾡﾡ用 ビし N 炎田"9rに、 派小 の常スご / ミ zoc22 合 ら - 

ノミマﾡ。2どある. X林名 の写ﾡの 大祝分は ミの確べぞあリ、 

ミはﾡにﾡﾡがヘ、らなw . 大ﾡばな 条林でﾡをすろ のrけ役み 

○が. ﾡ細な株林について0板を求める場合にはﾡえない・

ﾡ ﾡ«香 X /Heccm oa&o

株米ズ -番なくﾡルてい るﾡX はバミ ノ$。2eyパ ノ5s4e 
である。 こはコストの尽かわとﾡ当そあり かなり多くの 表林に 

っいくの 格 が書あろ。

大ﾡ沢 Caタe 2ed&

森林ﾡ用Y し <最のﾡべは ノ、みクク。ー ノミノマ◇クク 

*めるが、 大ﾡの奉業にとって、 ミはﾡ用が高すざろ。

〜2$～



振 予 手 w eadgt ア P%otaePfa

扱影 度当負時場は く の 場か、 *の地オの 気保 的ﾡ期 に文配さ 

る。ﾡ天のぱ合は、拓空生索のﾡﾡの中. ﾡめ て左堅ﾡボ言るあ

る。

合 今 エフ 資 り<そ2 PfeCセシは土木、 受図用、 炎ば上に 尽 を

認定するにほﾡもよ2. しハも この時ﾡには発ﾡ材のﾡなろゅ 

&い。しハし学べ余り)いと細ぢくに湖沼、 河川, の自糸 

総)がﾡさ乙てしまっ。 >トラストが強過ざろから、 宮ﾡの写ﾡ 

に点むかさい。 太ﾡのﾡさがﾡくいﾡめ、 戻"ﾡの中に4柳が及さ 

込て+式っか2、山の多い地すそは、 一ﾡに*<ない. く土ス)4ﾡ 
水会部みにさ々ミじる多) ・

受券営会 イ ～ee P2oあazeっ4y ば浜水を分類す なのに 殿速 

x ある。落奈材と はﾡが数 り、パﾡなﾡ引公来 る ほを だりﾡしzい

るにい ない・

君多おさぐ祭手与政 S ・Pタ arム が24 PイeZ22y 
ラズトの尽そは2こいるが, ﾡべ多ムﾡごある。

卜

蔵えﾡ利のﾡ頼 TyPe / -2m.どuo

しム ﾡ西忘材木ﾡﾡの 得らるﾡﾡの写ﾡを花なの バキ ーの因

ﾡ ある コ ント ラス ト の経は次にﾡさちので ある.

全色写英 /a eイzewrA2c /Pfoな シ2Pイy

ミねはそみおよ"客糸多の 写項 ビしそ威ﾡのものるあり、 手に 

はは賞をﾡ系が得ら2る. -般に、 なﾡﾡ業ﾡのﾡ林のあろ地 

求どは、 ミねペオ> めらる. ネパテ4 の発公を 倒■熱)にするこ と 

にまり. 全墜2写買のﾡ戻の各ﾡユントラスト水得ら、 名と店

ﾡに印ﾡ然の 勢公不足が神なわる。

赤外写呉 0イz azed

こ2は、 な繁ﾡビ業ﾡを今ﾡすィル彦の ある混う林地ﾡの忍 

#ﾡずと全に硬ゆ2み殺え剤そ ある・ ぬﾡの月良べ保ら るけね 

. ﾡﾡ* プリントが上才におこなpY4いY、 号英のコントラス 

卜がﾡﾡ"<、 全ﾡ色号項よりﾡ力はろる。

示座っィルターそは、 コントるストはも想くなるが、マイナス 

ッル- (ず名> フィ ク-をえば弱ムなろ、

天鎖色写ﾡ Ceea 
・

矢が島写まは, xdり貨用*な"み、 白X野架より 岡像 力はある 

二とがろる。ししピﾡの ため枯ﾡし そ水の 受区の林るﾡ休な函ﾡ 

に xス花が あろ。

Pロ 翌 ﾡ アッイ22 /4P-e2

之*ﾡのﾡ動ﾡは内ポ所Yレてﾡもと、 半をﾡの四覆紙ば系 

用として派良のあのそある。 ダグル、 シェ4卜ﾡ動然はシングル、 

ウエィトm画紙Yﾡべ<・ 大ささの変がサ*、 そ今ゲーﾡよい。

x g *な相向の ﾡ大の@ﾡコ ント ラスト をかすために, ﾡeの 

コント ラストをネがティ のﾡにﾡ1にマッタさせばならない- 

ーケ名ﾡの解○るく、 本っこが夕ざは・ ﾡ系、 真各に意らるい林 

に生乱す み.

ﾡ業ﾡﾡ者の 受本 an& ととc&乙。一

ﾡ人的る契約枚の際. 血委な塚はﾡ細書に綱歴しそおくべさそ

ある・ ー般にﾡめとていろ繋ぐのネ共は ペイ22.c2 ダ P合4P2amm 
を念ﾡさ だ ・

契るに当って は次の株さﾡを次め 疝* 要 ボあ：.

〜ダー ～<ク～



ノ、戦さそ②場、ﾡ4地に示す。

ス. 第ﾡ②ﾡ名社、 契内会社の許のある時を除いそ, ﾡﾡ:えら

た 補板 をむら し そはなみな・

再*深払の府戸ネ, 写を頃▽表、する場とは条肉係に、 = 

2はﾡ入会社の有ヒﾡする。成入会社の可な しヒﾡ製を区ﾡ

レ <はいけない・

z, 振営7の刻狂. ﾡ置合社、は旬社のﾡボﾡおよぐﾡ校の安会と 

ﾡﾡにクいて、 会営任とちっている。

s. ・犬、 学的べは皮めら乙た益全高あほさ算する。落しﾡる 

な犯は %そめ2。
4. 空. ミtはﾡコースに沼?て今ケ～4今、 平均4。そ 

あ ろ ・ 話授= ースYのﾡ務はノ5へ今 平ラ2みえみる。

?, 2ースベ均*レていろPには、 新しいﾡﾡの活のるな、 前

@ 写 の滅※のコ枚ビ 亜 ﾡさ せ る ・

ア, 橘・ 子均L<<*な下*◇って. ←究な越てはなとない。耐 

練=骨効量に写政を後っ時、 ﾡ当ごaっそゞいサるい。

ラ. クレーグ C242 く 列 のコースか2のずね) g写英hの 

ノ。 % を々x< はいけない.

e.カメラ、レン べの権額, 型*, 番る、 こャはざ細に色業 + ろ-

ノ. フィんムとクイルター0餌方←. ぎしくﾡ教すな。

ノ幺 引寒の品賞, 提公させた又水Yじﾡのてな乙rなみない。 

ビの写各にちやﾡのﾡべめっ そはならない。

ら 振やの手応、 tしくセゅする。 gすの支放、 るl波の布教ﾡ日ラ 

ポレ ておく。

, 平行目 考炎ﾡ入ﾡに☆→の受がちる。 振ﾡコース寄=日 

r. Fl &示レて おく・

, 納マ, 普ﾡA入さゃちのは、 速着号式スﾡと抱繰そサ4 ク号 

質. <&z つユ. -4とあゃ。 氏が1大な欠"んのあるづ 

リ > 卜 をき契す分 =とにとりﾡﾡを約したい と 考える透々 < e 

ザイク写ﾡを非るのに承ろ) を除い乙・ どカらのプリントにﾡ血 

大示スかんや5れがあってい けな・

このット欲し いちのなあねrざまし くﾡﾡしてちく。

%, 的繰ロットンモザイク写実. 受求べめば. Jべ対地胡接 

をしたかくtら測書チー9) xo様を 細並点 を馁っ そか を純 

する. ﾡ←はﾡにﾡを定めたいと杉えている火ﾡ場の様な 

ふを リスト レ ておく、 ﾡのウくﾡ奈ロット *モザイク 穴弱照 

さ九ろためには、ﾡ好な対地ﾡ炎はﾡめて大らくある.

. 事務的取りめ、効格、励入を定, 支追加*たもの0貧用 

く余のアリン ト 海)契納 ﾡ済の規ﾡ

ﾡ係祝 メZe2eeocPy

こは、対厘: だ立域抑七鼓藜 吋 み孩和•w め 方。 写ﾡ孝で行 

なわねている様に、 左台のカメラの 協置 そ振さWた一っの 対保 o 写 

保を, 左右 切取で同齢ヒ观ろこヒ を、 る高低遂によつて生する 

りのであろ。ﾡ測右の両ﾡべ、 はクさりごﾡを歳るさとのるさる米 

に娘いそので息いTり、 四真を央休釣F役する=とほそさない。 写 

真の杯定が宣切るあねば、 実ﾡ的研ヒより、ﾡ次救ねる様名=Y 
a. 冬赤 岐 を键っ て、初塗その をﾡ定するﾡと は、ポ起を懐 

紅にするミとべに大切そめる。 .

次的に復素 そさる =枚の復為 し た 写真を実体対っ2。paz とw 
ぶ。 ﾡ空月ﾡの 場合には一本の a - スっ て次々の力 * ラ の枚K 
ぞるさ2だ。 枚をの登適写項から、 契森対はﾡっzいる.

写ﾡのﾡ準補 ZAe

次祝を希うだめ呼ﾡセﾡするには、次のﾡ法をう.

ノ, 野事に主点をマークする. ミ 九 消対す々基ﾡ標典 が1さ4aae
2224. をﾡんだ対命線のﾡ スさめらねる。武 ﾡ杯ﾡ にはe々冬

2F- ヘス〜



やがめリ、 番円のロ恐の中央に示し<あ2。

主ﾡ一F的にはﾡ基さ定め、 系久的一は矢みとセったペン左 

本って インヂァインクそロくか二む。

ズ、 写契宏にﾡりの呼の示来に相きする質をみ写する- ご在

共 i 夂 素 eeca2e メ2tジっ22 アeそ と P ・ ゃがXア

り投別公客処イ的»表やﾡ故くヲルをアのネスヌ号) 一«す 

る=と発んビa い か 、ﾡ技湾 受上の 版主点 と しての盤は

活才のプ リ ント にっい < 入ばﾡ に 味木 してみろ及がみる。

e, 引互ぁに、 主ヌビ式主えど冬施ぶ宮線を列くム、 =を主ﾡせ 

ダ /2ど -4～と とぶ・

4 金なペバの対るする今安孫く地形、ﾡ数め物、ﾡ生ゝべ休ﾡ 

り合い、 =っの 主人雄保が 一ﾡﾡに与る様にﾡ真と置ム。

ダ, g負上のﾡべﾡ烈省の4前にめみﾡに写を強2 - ®項を回誌 

さ4るとﾡべ-ﾡ表列為に血ムなる株な場倉には、 /s◇・ を限 

※セレて百受女回ﾡさセれよい. そっるなば*のまゝ に レ 

とお人。

東体ﾡの 用法 とae ダ . zなucevcP2

レンズ 契体ﾡをﾡ っkは-ノに示し てめる場ﾡのものでは、 

レ>ズ向ﾡを版の向陽に大ﾡ合とる。 対お分る考呉像のﾡﾡべ、 メ 

*2 /にふクまざ, 年副の 呼真さ左に、 名御の 今責 おのケ=

ささしてゆく。 =の 時主与基線は皮全に 一ﾡ線に点ってい株に 

なする,鋭ﾡては、ミの 今ﾡ のﾡﾡはかな り)大さい・ その 正 

座お 発は 特定 ○炎ゐの 鉄許 ヒよっそﾡっている。

み才の ﾡ真に共ﾡな主尽基ﾡべ次卒業し ンズ数 は 破々 どを る 

旅 選の 破と 平行ヒな芬 燧た. 吁贞ヒ た 突 体 速な 堀 え 多 C 体ﾡを通 

し<坂=っの保は一っにﾡ合す2。 そみでづけ2ば、一つのみ 

ごなるなな、 =の写ﾡの確なをみるやや・ しンズ炎体ﾡの=っ 

のレンズのﾡは. を台の認が、 天夕のレンズのどと之るれにし

〜ラの～一

<おく, ﾡ求をだ女するEには、 =っの主塚控終べいつでち、- 

ﾡビなっており、 契休ﾡのﾡべこの終に平ﾡさあろ株に気とっける.

=っの呼察にス通 な地* をレン ズ契ﾡく慶潔 すわには、 立北 

炭のお*分 &歳束す る功には、 左ﾡの考喫 を上にもっ てくる必愛ゲ 

めらろ。 さ活rﾡである。 1ﾡ祝の共ﾡ並を. このビちらかの株 

定のa>さ慶測するヒさ、 上ﾡに々った写項のﾡを持ち上ずて、 一 

の部みべ々ま る後掲ゅて行く . (ノ 画)、 2央來ﾡで は、この 

#なことはﾡらないべ、 ミの選栄 ぐﾡ潔さ々央係の大ささは、 

しンズ実体ﾡのものに披べてさ・ =の欠支を補クため、 必双 

取艇状、ﾡ契ﾡとﾡつ2るﾡもある.

実体的復索 をい易くするためのヒント

ノメる Zら 2d -aZezcevccと 2たrっeと

/ 別々 の 目板に 務'八 七. スつのﾡを央ﾡ初する。 レ>ズ夷歩ﾡ 

で長皮のﾡはノタ - 2けの向にあろ二とベ花めら2る 

あ ろク。 、の向ﾡを写政の耐にﾡっ。

z. g上で. ﾡ星 ,釈地、ﾡ2ﾡの 様本さっさりレ た 対家 を英体 

ﾡる. =が実体さ次ゃ桜な花登に写求を遂ゅば、 S契の会 

り ﾡ分も之ﾡ的にみえる。

s . pが磁の写ﾡをみないﾡ、 =枚の写直のにﾡ訴の社らりを 

型2
ク ヌカのﾡい人のだめには、 保の るさ2着し・ ﾡv人に対レて 

ばく する。

s, ﾡをみ2ためﾡﾡをつゅておれば. 矢本ﾡをﾡっている店、 

そを <おく。

次脳的央 ﾡﾡの オ 速 24&cd e ◇2ccePe ace

際には、ﾡ特にﾡぞは、 契ﾡﾡﾡﾡはな\. ﾡﾡのﾡ定は、

～ミ/～



契体ﾡをぴみどじざあみが、 のかﾡ距声はノ 时れ か ら4まる, 

きくクちの をみっめながら、 2 ノスvo夕に写来を始っz xゃ 

久・ 現的を子に2ため、 愛ﾡの切く多は功の写採ゝ をみろの

一っ ② 授法で おる。

ﾡ室写 ﾡ測多 Mcecクn Aeaco2 B&cゐ a22&o

銀付挙的係 &とemとそa
再或は 冊 理十ほない. く/炎みのが, (ス) カメラの »ス、 

<ヨう し Yベカメラのﾡ込 く4 フ4 ルム*m ﾡるの 大さ 

北のため、 号ﾡﾡは送のずのm上の依置へらズレている. 

大切急殺ﾡ 愛ﾡﾡ係が スﾡK示して ある。

の 交 

恐 お

主 魚 P2c～eeP2合 Peズ

生 斥c ス図の4 方)は基準標減 を 筋ん 次対ﾡﾡのま点とレz 
②る。 =zバカメラの 之軸ととの 永点そある。

求 め

ﾡ承 Yeae.
従直点 く)ゴ レンズの中なを通って地置に2てた 重噸 とﾡ面 

の 安点せ ある。X者= ・宮本野ﾡ く写ばA)マは、ﾡとﾡ直点と

一数すろ。 調霊望 写宮片、ﾡらかのﾡさを*っ ている <虫ら 

ﾡ西点 とぷとのTりは、消さの測ﾡるある。 レかレ、ﾡ京 な 

②るにはﾡ占なか>ろから、ﾡ通はは、 消査はﾡﾡに番直でるり、 ﾡ 

ﾡ面占全てﾡﾡかとﾡﾡ本來る立ﾡする。ﾡさが. ユ〜ラ" 不 

でめれば, =の妖=ﾡ［てセ、 峯大右ﾡ炎はﾡらな. ミにつ 

いてば、微 之 ﾡ申 →み。

ﾡ主や Ceaみを /2〜=ジe22 Pe
ﾡﾡ費 ヒく○%の ﾡ表があ な、主塚益ﾡ=さっ て、 央ら主 

に呂資4の主点を忍することべでさろ。 ミ*は共主来くスロの 

A', タ ) として知らねている.

国

ス図 央体対の殺ﾡ学的関係

～ 32〜 ～3一



主京基訳 「タァイそ 名ze
主尽ま線は、 女波写項の主点こ共記主ぶしを結んで、 査複地抜の 

二でのっ2る。

高ﾡ フっpdoce ク。

野及ゃﾡ- RF-

三 ﾡ的点巧継でのﾡ沢く RF) とﾡ行高及の係

ﾡさの める地ﾡ全く くﾡえは図の減羊> ﾡみのためﾡ宣魚か 

z外に 向って M料L てい急。ﾡのでく*)は基部くY)の真上に 

あるにちか、クらす, 写真のなかっ高れるい々棟ヒﾡえろ、 -般 

ヒビの様苜髙士 の高助を、 *の契の地g上の出さり、 点く もっ

yE確ヒはﾡ産塚)かみ高てﾡれる。 一す凹地は、その女のu 
図上のﾡ置よリ中ルとに止\才に系る。このﾡみが、 =枚の強 

耳求をﾡる堀時に、 ﾡ体ゆの得らる來因 である・

=は、 契差の主因と左るから、ﾡﾡ写ﾡへと地函をるﾡにはT 
ﾡかねはならない。

従空号ﾡぞはﾡﾡ* 大堀のﾡ太 地ﾡの J桃こﾡ部べは っ さり ﾡえ 

る場合には、一枚の写天上でその姉秒をﾡるこYにさり、商さを 

めるミッがでさ名ッ.

4-学
2、地ﾡの高、ﾡち z田の*、 Yﾡのﾡﾡ

d 写項写ったﾡ物のﾡ移ﾡ くXタ) 
・

ゲミ 地物の基都から測った効杉のﾡ度

ヶ : 地の 部へ ら写真の中心までの半怪

くX4ﾡはxら. 百ﾡによって工う)

枚の 写武上てﾡ双 レ たﾡ標の 預師と 基部をば っさり と亜分 ニ ヒ 

ﾡしいハろ, 次ﾡに片は、 ミの公対の用はﾡ約を受ける。

ﾡ 塗 x.22
当d, ﾡ高条はﾡﾡの 商さ を永め るヒは=校の 複呂ﾡに写って 

同 じ地物の= つの映係のﾡ移ﾡ合せべﾡわる・ こは税を表 

に ロ平ば ている, 写の な 久らﾡった与えらと尽の 主尽装終に 

平おな備*2合 と が ﾡ対ね差 aとs& Pa2a2aw く P) である. 

ﾡ ・スﾡ)。 甚都の ﾡ対スは S4 とYB。 ﾡすの 忍«るる。ﾡ 

学の1あの銘対犯差はイ4と レタの和である。ﾡさが右 けれは,ﾡ 

ﾡ面からﾡじ高さヒ ある地物は全 z ,絶対ネ炎はﾡ どである,

スっの 絶対ﾡ 差の差全福炎遂 < P) Pa2c2az dHfeeexcと ヒ 

ず。ﾡの項部と基認の双た 74,レ月の和久ろ、 S4.レタの 

を引\た右 のである。ﾡ卓 ヒす乙は、 おSTとUVの和でわる・ 

あろゆる北物の音さに和治公永p〜22a /e2wuu〜ユ- から貸める 

=とざ受る。この はﾡ高科足や地作ﾡの ﾡ従2なる もので 

あ る .

ヘラグー へ3～



領 沢 ea&e
産直写良でさ、 ﾡべの基本公教は

RF= < 太 尽唯 あ) /ッ くボ楽面久らのﾡ高言茂)

fHお局じﾡなでﾡらば意ろをい。 燃気ﾡﾡは普通4ぷ, 

ノス内C ②s. ②<テク今. /ew) で ある。

=の公さは2図ニグラフで示レて ある -

/は火動のﾡささ名るか2、 産路写次は地面の高さによって施 

が翌っている。し女べって写真はﾡ定のﾡ商高. ﾡは基楽面に対し 

て定の 据夫 とﾡっていみに場きない。地上におゅる 亜ﾡ べ分って 

おねば、 tベa次対を 計 年公 次る。

々F = く =尽店の写費上の 関座)/ く回じ=尺店の地上距窓ゝ 

2ちら○※定適を同じﾡﾡごるけ立ばならない. く帆xは"), 

社な地にベ刈I用出示込ば、 写費倍べは次* で算公ポる。

ベ/---圭、=。A/ 1

例 =ぶ同の写真 上の宮 ゲa4vす, 地図上の 距督ノス", 地圏 

の絶べ. ノ S 4z今◇2で あは

<Fは

シ./ / ノ
ペF-フ * <3sc。 V ラ。るンョ- 即ち/； みテラ

だ次○多い塩るは次の方をﾡら。 ・

, 基本地区Y写上に確にﾡめらる=尺を以ズ, g喪のAさ 

ヒ*るﾡ督を感少にするため、 主魚から. 函ﾡ部で、対条的右 

なﾡにある様=送が。

マ. 上ﾡの公ずへら絡沢を計算するく地上ﾡﾡは座知とすや)

ﾡ、昼ﾡ上の 距歯 ev才, 地上距高 今◇○。咲. 和ち 4eeee mナ

ヒナば

RF= </ <e eee 節ち / /←◇oe
三, =の =尽の ﾡ和の 平ﾡ高 ら、公式々ラ=チを後って、 この

〜ヨー

遠ﾡ面からの音さH を求める。

Wlミ =尽のみ秋面へらの高さ成、 沢々«s2. 、タクク以 

である、 そ ﾡﾡ抜者 は 今e 2ぐある。

ﾡ人距高を P / け才く。。かク5ロナノ とす*ば

_ノ _ _e4s2今
今22o - "

ﾡ行高ﾡば sce 吹o基ﾡ面へら /e ラノ2り天・ な央ちノ&5ス 

であa。

② 任ﾡの基準面に対するﾡスを井ﾡる.

上例ざ地上部/ノテワ吹に対Lては、 .

,フ l oどふク4 4 4 身 クダ バんアー -----  -- ・------ --- =--------- ・ --- 三にー ー - ・ ---  ・/P/2 - イ/テ2 ダ2← /4222

面 ﾡ 42e
※格予坂がﾡの構夏を得2にと裂不又盗愛 乙q 4 を 

生?てお ば、岡 ﾡは サ・プリ ングで料確なっﾡい 安甲 < ﾡ ※さ n 
る。フ。ラメ -タトランセクトにろ 河定がも わねる。

断ﾡは地で、ﾡをﾡ確に和定公木る。 空写求を直ﾡﾡとば、 

医 臭•縛衣 が、変化 してい 方 ため. 高地にメすしてはほ大、花地=対Lて 

は置の回現在与スる=〜になシう。たり ﾡる談送をえかに理解し 

て、三を今あに入そてだい確リ、ﾡ谷の多い地では、 写貨上さ 

ﾡﾡ電ﾡとﾡ定してはいけない。 ェモザ7クﾡ項に、平面ﾡの語 

製に似わるうぶと<ﾡじやリオ さ 作ﾡ *<おり、面 な素めるの 

に秋え之。

ﾡ 4 ・ 2eP-e

高さのか? てい②地物による 推 モン乙ンニノ/. イ 2/ccce 
卒 と ぴ 名そ イっ チそと

ヘSク～



芻陽の経験なの、 大ホ>2の平ﾡ部をちっているな熱努木 

を 大での場合、 g資判社者営野英上ご就動公来る. その場ﾡを楽 

冰在してい冷酷、 至資才向のﾡﾡとし<、 =の木をﾡえば、 4なB 
・り、=の才の約ラ位高いと推ﾡる- 4、 旦のル上Y肉べ、

/=eee であれに, ﾡ料は/P であるさヒが示さる。

対ﾡ差な求さる ・

うセ依ってモ、ﾡわなくてち、衆2塗らば双差枠をえ、 

リ 正確は類定をポ め合 ミ とがA求る、

和送公犬セ秋って . =尽向の 高さの生をきﾡす る・

今 =点の 永千産ﾡ で・ このﾡさのﾡをﾡリ、 /◇eさすねば、 

松の 百分率べ やαる.

科の分っ

2/-22～cc
てじる斜面による定 E4ZmcZcd 今
イ 46f- Z 合ce- 3P 222

落校哲がべ分っているか, そをﾡめの之=との公木る=尽をさ公 

ナ. 才の四ﾡ上で、この 二 息を直線«結ぶ、 体変により、 さの 

宗の又状けの Aを推た しよろとす々. イ Pの見ﾡけのﾡ斜と 

報量末る・ 前者のﾡ斜は計算公木るから公有片比ﾡによ り 推定公末 

る。

立体株型の上におくか、央体税すな2さに片. ノe,スe,ae.% の 

桜料を していク 三本の繰の示 いてめ るﾡﾡ差ﾡを似ろ . ﾡは 送四 

依のちの にの刷し てあるかP、 孫の地画の傾ﾡは 三っの 優知の 

と同時に比教するこ とペでさ, ﾡ面のﾡﾡのﾡ度が推定公来る .

写筑によるﾡ斜の正確なﾡﾡ去 Accっっを

P/4ceozPそ 22222c-2ズ ダ 2ピPe

ﾡ料さ 正産にﾡろには 次の様にする-

ノ ※が対をﾡ武に状する。 写真がのくのをm々ため、

-7 でﾡのる。

ズ, ﾡﾡざ二尽向の 産ﾡ を計算する.

全 は テ

3, 面面のﾡ上と基部の終役治を烈み.

ンラールーLをって、 一校の写ﾡ上の吹像太からモっ一水 

の写ﾡ上の同 U政保尽 での距ﾡ炎めoノ内<ﾡるのが、 累も a
尚野な秀ﾡさあみ。 大々の主点向の距ﾡからミの催をけぬ、直接

ﾡ 高 Tree &eラ&る

単一 移去 メムgそ とePocew2orC c

この才なは一水のﾡ真を快ろこと次4木るが。 この木が、 大修X 
の 証 適官ﾡの 4新 とめる場合に1らや- 木の神ﾡとﾡ祈べは2 
リと え&けばなみない。=のヶ法は ﾡ直写の値にﾡらる 

次 ﾡﾡかﾡ直の依質べわかっておば、 大e沢の科月\にる 

秋える。

ﾡ汝 Acdew- -2exaズそ 7と&22<と2み%eと

影の長さをﾡるニヒはﾡしいべ、 多くのﾡ受が結米にﾡ督するか 

ら, 梢 幾 目施 し。概ﾡ務に おける文ﾡの加ﾡべわかっ てい倉けば 

ならない, こは、 銀及, ﾡやのﾡ刻、 日村けから計算する。

現差 Pa2222zz Leン&eと

=Kは段今益 足の 切く 方法 9 あ心バ、かさりの2峡と地 軽験を 

ル撃とする。= は殺炎 対から來めとねる。

えグ*4P_P+αP

ﾡ物 の商さく2, 地物の基部か り の 雁行 商 漫 くH) は囚単枕, 

4区対ﾡﾡ(P> とﾡ差送くZP) は内軍ﾡである。 この公※のグラ

〜3P～



フにる ﾡ子が 沼z示してある。

4図 旗罡犬 の 図形的解

基ﾡ長 B22e ピerラ<そ

基際民く 矢体対を放 す二枚 の写ﾡ上の 主点と共 ﾡ主人ﾡのそ均距 

ﾡ-ス回にちゅる4e' とAB との子ﾡ)がﾡ対ﾡ差の代りに炭 

われるさヒベ多い・ しハし樹水の基ﾡの地面高が、 主尽のな@ﾡy 
数百り以上そっている時には、 次の様右一般的うﾡをﾡら。

ノ, 式通の主緑線が一直線とな り、映ﾡべﾡ体ﾡでさる距ﾡ. は 

本ねていﾡ様に、ﾡ対をﾡ直に採だする。

ス, o,c/ 四ﾡで二つめ主点ﾡの形ﾡをﾡる。

z, 枚の呼ﾡ上で、 樹木の基都支はそのくにある対暴する画 

店の距ま を烈る。

ル 樹木のﾡﾡの組対双差を求めるため、 z) か»2) &ろく・ 

s) 渔泰進を求め力をM、 液差枚、我は での祝の螃駅获麗で惻か. 

二=のが利雨さていろ・ 水2芝をﾡわないで、そのさ>ﾡﾡ 

として、視/模-羽差 寿 を使ろ右がビ一善済単で あキべ, ﾡ及は死

まう上認の2) ～ まての枚で、 樹木の基部の 対双 差■を 則 

リ. 次 にボ部み 他分犯をと* めるとめに、 二の*りケ &"す ・ こ 

のあみの数べとPるある。 妹ﾡのちとで、 双差ﾡをﾡうっの がは 

の女るろが。 ※体孫を通し <傾a、 地平面と、 その高に相当す々 

欠でずれている. 一本に 合 し そ人森をﾡ素する。

ヌヶ ニっ历練に分• して い お。梢預 と同 じﾡさの及とﾡ平mにお 

ゅる々との高の糸数の差を数zば、直v｝〇進べ求玄る.

x. 公対該はから樹ﾡを求めな。

Wl ﾡ新ﾡ及は s22 w 池面は永子、基終浜く この源合r 
i 樹木 の 基部 の 跑対視差】て 奪しい,) はヨよ○内るある・ 夜差差 

は ○。よpそあな. ﾡrにねiば&Pのoe 内才は 引8の おﾡ に 

ﾡさ るから. この 材否 は $フﾡである。

公式をﾡえは

メ _ ノ2e*Ce _ sクzア 
三今21 く

写ﾡが大ﾡアのものであり、ﾡがﾡ四でﾡ面とﾡ緊とがべゴ2さ 

りﾡえわをらは、役途残にり、 S～ノ◇のﾡ囲でお高べ*めら 

る. この体ヒかなった木だけをﾡり、 との烈定植を所り休ﾡ 

の中Kある。 の 材 ◇百烈の 確 としそﾡえば、ﾡ営の結采が之

～4の一 ヘ/～



とれ之。

樹近直径 C2oc-z Z<amueZを2o
ﾡる寛径は効破ス付の納足意を桜って、ぬ大ﾡくﾡえばレン 

ズ実体ﾡ) のtヒる 直様からねる。ﾡ隊ﾡく ククク/ ま での入 

さな脈を型ることバ公末ろ。 透断ﾡ上=ﾡかた二本のメ終) * 

長状ﾡくﾡがの大ささととﾡするため、 &々各大セさの塚が者 

てある) べ普逆ﾡねてい名。wナ夜で現った写翼ﾡ足ﾡを吹軍 

核 の 树瓏而 U 操第 すカス苴. 月絡で く々々) の分分を ノス<a 
り、二を効尾直ﾡヒﾡ»る

林今名灰 *Z22
ﾡ因 勘受表 C2ewot Ce

ﾡ区地定なは、m々の松べ火体孫でざっさ り ヒﾡ公*る林 

かにﾡり使夕々, グ エーカーのﾡ積ヌはこねヒ同じ円内の樹 

選数を で火々- ﾡゲ ○多塩みの耳 英ﾡベ のあは 為ゐ レなく 

そモよし,

乙 つぺひ及去 Czcz cどeaw2C

ニは、ﾡ空写真による林分ﾡﾡの初-番多く使わねとい 

る ・ 客 ・ /2型で・ 百烈xリ 花定す ろ ・ 有甲る頃険認 

神助数置しし ﾡ々太形の ﾡﾡ皮ﾡﾡが ある。

親空写真による越図の饮級

一桜ﾡ不産 G-emec4& PそcucジP-4ed ・

雰えば桜町では ない・ 旭形 の起状,復,そのセの承西に* り政央 

は待忍してlる. そのと. 一枚の号に号って』る面表は設ﾡﾡ 

ハから だ西を短する rは ・ 夢於の学興を索めね ばな らな1・ ﾡ 
函のﾡば二桜ﾡから はフマいろ、 ～) ﾡ宜象ﾡのﾡ -つnは 

普匾缪與三 再劇重 ざ行な ね 妣 る. CWKよフて色々ﾡ号ﾡ2一つの 

体系に束めるCヒが系る。 (z) 号受から ﾡﾡﾡﾡにﾡﾡを移 

gする .

函 ﾡ材ﾡ法 アoca& -&22 そ22タ4oそこ%u 
賞塩に登直は 与ほでは ・ﾡの御恐は己ﾡに主呉から外例か、内a 

の向 に超 つてる.

Wち.受ほ上の兵の眞の位ﾡは 主央か ら後を盛っ マ引た 掌 

ってﾡ左しマ,る. 三ﾡ羽量にﾡめっなまYよく似た 図解 

法を使えば.つのﾡ終の女具から K書条御 ざ い に完全な城 

函ざえパﾡする ◇ヒが可ﾡでめる . Uの 常理の 新軍 なホ 用 ば双撮 で、、 

彼う のK授利である.

ーコー スの号ほの案ﾡ A-4d-ewmv&2? a 4ctイe。 < そP )
M Pfoズ02u2Pそ2

ーコ ースの号ほのﾡ広は次のﾡに行う、

/ コースのﾡよ全部の主兵と共転主人とをﾡめう。云効の写ir 
は共ﾡ主炎は ノ ケ乙あろが・ ﾡの号桑には =ケの共ﾡ主 天がある ・ 

2. 主発 ヒ 共的主吏を請ん て、主真 を 鮎ん で更貞城談を 切く, 

3. ﾡmの子らなものの上〜一次の号ﾡを園ﾡする。

& . 共通•の主具が翌なる樣に ・桜号区をこn合せ. 画成ずる.

4 .ュー ス全休が国だ るま乙.2 の手gを録区す . ○の徳求

ヘタ2〜 ～4ヨーー



圭央のﾡ高で録ご 

市が出※上る ごあ ら 

支体村に よる図ﾡ

212て20 尸 む九 

感ﾡ 木 . 株地 .

lた・ 略平ﾡ

う ・

772P/22み-

の ﾡ天 K ﾡ 成 小一本の 身浜

合cケ の

2 の 他-缶の 型衣師分に名ま て 1』ろ逆ﾡに

の

4a
つ

I］この 一在の 実体対オYよ る 対法ば 次のﾡに行える.

ノ、 主央ﾡﾡがﾡ全ご直ﾡとなリ ニっの共ﾡ乗 くA'B')商の

ﾡ宮が 号えの主呉と共率主兵ばのﾡﾡ(4B'と AB'の千 

ﾡ) 塔しく万る 様に 号員を 函ﾡす る ・

2. 大りにした トレーシン グペーパー をその上にﾡぬる。

ョ. ダ委Aして 主夫なら・地回ごル零たﾡのﾡぐﾡ矛標を 

翌っ る林像.とる < - e
ど . 号員 BLの対応すう像について 2の 程を 繰収す.

4. ﾡ応する故の女 兵が その兵の地ﾡンの位を与える.Cの税

して定めた- 三っの 呉をﾡんぞ行けば領師が号 印 る ・

Cのﾡられたﾡﾡは 写長のﾡ移Yよる誕差を受けてお らず 

※ の ﾡ天 は・ 主兵で計ずした 歩ﾡ の 子肉給天 のう修となるら ラ ・ 

(分BはA B'と A Bのﾡ均の3ﾡであるから ○のﾡ天は二つ 

の与兵の向ﾡを広えるつとKはﾡえうるが ビの手送は 与ほ徳 

ベの2倍以上のﾡ出をう場合r 通切 ごあるK 2ざ は パ ・

堀前の子ﾡほﾡ 28cncxc dexz2e
部部はﾡ略の監本函 はをEの分ってる兵ﾡr 号異から移号 

しはけn ばに らなJ。

○nは ﾡ上ﾡ置か. ﾡ空多Kよ る耐祭送 る請ﾡさnる - 

一枚のプリ ントよき務号法は ・ ﾡ町がか、らず 迅かっ作束 が 

ﾡ軍であるが. ﾡのる号ﾡの箱移よる 深差が全制地図の 中に入

っこ<3. しかし ﾡ差 は 1ﾡ東往便 -スC22 -e2e coなco2 
なz& に よ り ラﾡ*1 ものにほる・ き通 =っの型の没

がﾡわてる. ( 遅号疑法がﾡえる以外 カメラ式ャ始 

浜とﾡじであろ反ﾡﾡ (z). 非分が盗団Kほっ乙Nるるﾡを 

利用して乏 スケッチ メ®ー ター レクトプラ=グラ フ㈤粮なカメ 

ラ ル・ シダ液位

ﾡ然Z化核ﾡば最的ﾡ用がかさサ ﾡも迷心N. しかレ役の 

箱書 rよろ桜産 の大初分ヌ は全部が除去 =ハ. ﾡべの多池ヶの日 

化はつがす、めonる. 商な型式の ものとレては (/) ベ2& 
P2a才tz のﾡは 微微 的財域プロ ッ ト ﾡ担ぐ (2) Mu2zaccee 
の林は 実なな メラルシ ダﾡﾡが含ま n る ・

感ﾡがなけ ば () ラィトテーブルでﾡ号するか. )スケッ

チ 行)パントグラフ c) 図舞时線去で就期した、 =二次支会送 

で学浸上 の<部ば移号未ろ ・

形 の<術羽量 TereaccPパcと deそ2どE
採ﾡ号ほ光多テキス トYよuば, 消確高之法で は ノ～ス。 ﾡ油 

睹ご零協旅 を他 く っ とガ必末を。城説図 たSZ -ce は 

$0～ノ○0v油のﾡ高ﾡで大部の地秘 花スケツチすろには次の 

燃にすラ.

ノ レンズ疾株ﾡでﾡでるため 与属をﾡ定して回たする.

ト レーシ ングーパヌは移与板ﾡ方ﾡの9浸上にEhる

9 央除ののyる トレーシング"ーパ上Kﾡ知のﾡ高を字入す 

る ・

4 突体的視索ヒより 城数線を演写する•

号愛の復は 楽体役全休を銀斜させ て る ○とをじにﾡめてあく- 

ﾡﾡ々ﾡ※かK協つて1る 河は 央 体象 の夏ﾡけ 3役料 ヒ ば無町係 

Kに央県K水ﾡであるか、※はそm r つとをﾡに入て 2Mを 

ﾡす る .

上ﾡを与上にだめる送 Cccズa G-cowと Pz%
そe Pパuxoav2nん

与〜地因をﾡﾡす引ﾡ合 有ﾡのﾡ ・ 小盛 ・小体ﾡめ ・ ¥ 

の 号員Lで識列基求点1) ﾡﾡの正確さ 函上の位置をしめした 

○ヒが応々める.例えば ﾡﾡの召が盗ﾡ休なみば その商を 

ためる時 判罪者が契ﾡに与と務行してあってさえも. 号風上で.

ヘ4ど～



そ の 正ﾡ なﾡ置をまめる 2とは不可確で ある ・

・かレ 音星にに」 株ﾡ商の整々止く号良てはつさリレ認めう 

ろ兵がﾡ在す ろ. お 呢考 はﾡ席でﾡﾡ をためる一. c のﾡ夏y 
そみ列しうう兵を正ﾡにマークレ 角からのォ位. 宙をまる . 

内ポKおハて. 2の 鉄別 し うろ桑 のﾡ図上の位ﾡをﾡ宰命た 写だ 

学手法ご ブレット シ • 林ﾡﾡ る池髪は兵の えのﾡ函上の位置を 立歳 

でもヒめた ﾡ ,帝姿をﾡつマ買1生す.

能史写浜 によ ぎ 林分の分如-Pと c2z4aCccozcoz
だし A-evc28 Pイox22zcPパo

一桜 的求電 みenec22 アゃczcipded

株福 ・ 大ヨさ銀。 孫公虐級 •地位 版に よう株分 の分殺は 株相ﾡ 

の水吸や糸株書書 K統空号眞を和用すう ﾡ合ﾡ交とぼるも の乙ある.

森株号区拘契右は ごの地かのみ株状経をﾡ知している 林求波 

術きでた け n た らた1.
夕及も ,公の号受消認ﾡ票と 浸ﾡる政合してみろCとがﾡま 

い) ・ ステレオグラム< 配知 のみ林状紀 を央依夜出未 るﾡkﾡ付 し 

たもの 々*の o神め手役 桜Kは2っ が 納5ﾡ体や夜あ 

o経験にとフマパェ 2 しは出木ないだら う ・

休分のう表ほ 呉体ﾡ ・ ホハば大ﾡ分の もの<レン ズ央な銀 

家ほﾡ東体費 双吸ﾡを取 リ付けﾡもの ) ご行ほライさるある。 

従空野浜で高レラう分かの分むはﾡﾡの森ﾡ意し手ﾡあう 琴ほ 

の唯夏によつる次めるでさでめる- 委求 =nるﾡ良が: 多民ず 就者 

の 姥才 を 趙ただもの をあ出 ば,*の修果 ずる分坂の繁差は . 第ほ 

のﾡ重をﾡっマ しまう・ 2K及し て分のﾡ度が余 り 夏条 とレた 

ものマカnば 証価は就皇各よで行えうC と を 高は変地部会 

で行うつヒパ番と点るためK 長用はﾡす・ 品安のﾡゝ小ﾡ天 の 

号員ては 林ﾡと非旅ﾡしを区分すうのがせい一杯るある. 製ぬ 

Kくし)区分ては =っの大まか品旅店く練材休 液茶易林.

～んと

支称) と三フの大まか大設く 用材- 小太 ・ ※) 

がﾡ列さn る.

ﾡ膚のﾡ尺とあﾡの号ほでは ・ 株ﾡ ・ 材高ﾡ・ ﾡﾡ皮役 赤 

ﾡをる分ご=る - 定ﾡあよび炎圏 は ﾡすの糸ﾡ状ﾡとﾡ*炭K 
よって必う、 aは回化Yおける 程団ニ対する 証号の規足は 公 

ポnば 仕ﾡにﾡ宜にるべりに 納もって 湖なﾡﾡを 

っておく 雰員ようﾡか高ほ分は 段ﾡの大ﾡ天ﾡ員Yﾡら 

ろ 大悠の旅相 , ﾡ高報 ・ ﾡ盗戯銀は裁別生 末る ・ 材枝は 次朱像 

ご評価公求なな 多の西号のﾡ響をうマヨかめ 号良ﾡ 

のためには 材ﾡKよ ヨよりも材高々ﾡ及よ ラ分 の分表の本 

が決ハ・ 、 -

レかし大術分の株来投術登に ﾡ保めほZﾡから 材枝復を与呉

Kよる区分 の基 そとしたが ビ港えマ Nる・

区分をﾡめるmに 初さ31る 森の政小ﾡ恐を沢め て わかな 

ばな あほハ.ﾡク 冷林木 0含まマいる池の 学細た胡書 では ・ 

株8安 rﾡ金 <対しる /。 エーカー かさなものざはよエー 

力 - を使ラル毛がある . 旅木が* 面ﾡにわって 一ﾡなﾡ所では 

4e工-一以Yのﾡ小面ﾡを使フてもよけ ・全ての株役につ 

I) こ 面ﾡﾡ計督が比ﾡ公末る 様に 計ﾡ 毎に基幸 ヒ なう最小 面ﾡ在 

伊ラ ・ 株分が真Kﾡ景がため の0マあうラ ヒ. 適■者 に図化: 

こちろう と. 後ﾡする 5ぷKようサンプリングで平に区ろさnる 

だざけごあろうと 2 を品明 するつと が公求る .

号具よラけンリングてには 電そるな 1,株分 た莒 ち た 美の慶 

本は その次のくの主器分の内必に羊どて区うさJる. もこ 

誠初公来ラ 該小高ﾡが /oエーガーて ノoエーカーの大ささの 

用 林政K あう /エーガー の深な ヒr兵が法ちたﾡ合。○の呉は 

用 材ン し て 区分する。

材種か よ が株相 の 判ﾡ -やec224 a Tp-e T4enそ4んccdta

〜どク～



忘分なﾡ天のﾡ食のﾡほを夫体ﾡすば: 大新分のお程 林相 

は分振ご炎る ・しかレ ﾡ全号浜では. ○の他 2.3の分類を行 

う 2 ヒがム 未 る ・

あらyろ 株件 ご s足 のく ﾡ震 , 株福 分類の 唯一の斑を？A を 
ボす つヒは生求な1 ・ ﾡ左の 引ほの毎で用さる ごのﾡにっ 

jzの 知誤 K 分坂ほ基 すいておら あ ばせ らなn.
手夕のﾡみは 製の号く後終地)とステ オグラム<ﾡ 

ﾡの 体与 ほが動付 し そ あ.る もの ) かめ得らnる:

次に示す ceo28 と 402 の ホ 灵桜の 初•究 仆 も の 一用 

文は 良りがィドヒう・

株相分ﾡのﾡめの4の例

ノ. あだ砂食土ﾡく一桜にﾡﾡかﾡ立ボ)

A ガシーﾡﾡのﾡる*3指ﾡYにmるく かたリ硬く ;一製r 
材及研に 呼形で波状を レてラ,ﾡ府故1に生ﾡレ ﾡ杯ヒ 海つ 

て1るつビがジ , 彩は常に 暗1 ・菜地K生青しマいラ. 

多禁由の力 y はを谷のﾡにみえる ・

e トネリ コー粉材は穽第た 期ろく 外都は不定ごあり,宗な 

し ま 景醜に 母臭欢、K み えう 短施向と1えども 函足ざハる 

・高. かす しそみえろ 2とがヂい・

c ジクパィン-材ﾡは弁常に暗く ・ ー桜にﾡ状である ・確 

门 険ﾡを もっもの 装イ m ば中 車である ・ー 役に類ホ 又 は 

ﾡ生して ・ろ. ﾡﾡセに注言しごうものを除いマ 必tﾡは 

3・横ﾡﾡ経ﾡ1て ﾡ高ばか弓り高。

m あ地性肥は士ﾡ。一役立状る水は区" )

A ・る系な挙ﾡ-ﾡ 4 ○才冠はmる )3ものから中ﾡのe調の 

ものまで変ってあり大面ﾡでは まだら紋ﾡをしてNる・ﾡ 

aは大=く フさレてかり・ 規関 tほ みをもっこおリ. 

実ﾡ状ﾡ 3も ぎが の 卜柳を しこいる。政南地 のものは く陰形 

は非常に昭1〕) はﾡめ ご規助命る ある ・ 樹同日 な < 材高は迅考 

ごある。 .

号ﾡ求Kピリか、る前に ﾡ登にﾡ型を行! ○の様はﾡ 

こ部じKﾡﾡしてありば 森るの桜ﾡなﾡ受が研し 2nrs 
っ て 正確な判ﾡが行 える ・ 総で表はn た°nめ の ﾡ測値 は寝ﾡ 

ご次体ﾡを使っ て 調べあ m る ・

分想にﾡう 速ﾡ Cvイccx L2c - -cdenイ0ccdイc%
ﾡ ,林相区分のﾡ本接率を株京波術意役に立っ与に立 

バ Ml げば.

行彩K声すうろ情市,地え号,後・欧ﾡ,形状・大ささ ・ラフ 

用度•漫影である,

者彩Kﾡすう 報 Bac&atucし -イov2u2てンイ〜

-ﾡの多逐て,:ﾡ程 . 休ﾡの 区分をﾡめる保 ・ 号えのﾡ格を念 

優に おいて まず雑ノに ごのﾡ試々孫茶の 一殺的。ト程 を 威廉 す る. 

号求の形: 盛アﾡ天の 亥也、カメラ の験ふ距宮 ・月:日 振発 

るさ の ぱし.ﾡさけの ため の 久英 , 高度の変化を知って おらoね 

ばならはハ. ﾡの中乙 実体像を他上でみの ラ4メイジと待び 

けろ。 つラすいば全てのもの が測 nる承にたリ・ Cnによっる 

多くのものを ﾡ味すラ 2 とができる ・

文学 P&zo3c2P&
ﾡ体盤を使えば ﾡぐﾡはﾡ放ﾡFに分生未, 度に

する 番求虐 . 部山ﾡﾡに基すNて お種林ﾡ区分の手遂な逮準 

ヒは引.

各 調 Tona.
俊調は大株 の塚奨の 銳ご度 つ そ あり

一枚のプリント * 灵一化し て ハろつヒさえあろ - 2は ﾡの師 

分々ﾡ彩からﾡ体めに区初こ る お冠の四師分の請とのﾡ俊 

と係がある , 例卜ぼあるが. 砂ﾡおよがﾡﾡば用るIX色. 広

・Xよ～ ～4ター



玄柔樹は一般 に 音遺の灰さ ・ 針ﾡﾡば 点灰 各さらrきにほる 

ﾡ向がある. 光祭の大師分がカメ ラ に何て区的して 1るから ・ 

ﾡ卓引ほの合 前 柬, 南面 何 は 不ﾡから肉て1る公にﾡでz 
・くらか用る1 ビﾡ林密をﾡ成し 大さなﾡは栗をﾡっ水や 

な生した水く休分るほ 大部分のﾡﾡを反けするから 営調は四 

る ・3 ・

政 ﾡ /enxイブce_

ﾡ冠の欧階ば 才在 ・文名 眯斌 ﾡによつて非に交化して 

ハう. 整-ほ 同今杯に あけるマやトネ)コのﾡに ﾡ西 の小 さ 

J材種 みは t ・お状の- 様な成染をして"る。正常 普ﾡ の北が 

系区ﾡ材は 犬ざな円ﾡ形のﾡのをもつるおり 林分 は 令 

ﾡ成と ふっころから 之らのあるﾡをし ていろ .

形 永 -&んefe

%が条 りふ小、さく,なけか・盗生しる万U場合にに 大邦分の 

成眾木 の 树留の 秘 国府 初 荷屋 準ヒ なる ・ﾡに桜ずるﾡの形も 

ﾡに立つ.大さく広がった情ﾡのネは 巨大ほ広がフにのあろ 

つヒな示す.

浜ﾡ産ホワイトパインは規動的なﾡのﾡを示し トゥe. モミ 

は 正確K左后称の帰,ロ体ﾡに左右不みをしマ!る北か示 

ホワイ ト シーダー方 ニっの同じ円ヒ しマみえる つヒがダ

大受* -イe

大ョさは ガ高 と例冠直経E 令んでる . Kよフてぼ*の 

ﾡ 千向の 株% の上にあるか下にあるかによつマ 般 ・别 亡 m 
る ﾡ高 付 ﾡの比も示づれる ◇とが引 ,

っフn彦 Cwowm c4odcze
材者 の 深 座は を 網 ﾡ.*ささ 後彩 に彩々する .枢ﾡ、

K対する 仰々のﾡ種の反おガば C Hl ら を 識 冽 生 汞 る 野 注 を 写 

えろ にば ﾡ々のホのおﾡの宏ﾡにﾡ長の おろつヒもあろ 

導手のボの材木ば 寒象ではて のﾡ書か らす上っﾡ※に見え. 

ごの外ﾡは早』にきﾡするも のを ﾡ ざゼる・

ﾡ ※ -8&イow

ﾡ署がつんもり して る種 ﾡ彩の師分は次さく悪ずんていろ 

後影は宮細々広ﾡK炭係のある亜髪は西号るあっ ・

位区分 & ceo4aiPcc2Zo

統全算rによっ てだ位を 分想法素る程ほばま ちまである ・ 品 

が ※形ﾡﾡ証とﾡねはﾡ係のあるﾡう々 え令べがゃはリ像務 

る係っマてろざ区では 号からかなりのﾡ救を*める2とが 

米る. ﾡ地々 ・起伏の 士磁では 従生写ﾡrようﾡﾡ区分 

は かなりヤ乙居Kﾡ人さろ.

一桜かを法 aemuex28 2イPcocん

X本 8には 悠ﾡは、士ﾡ,地形,ﾡな的 気候 の政ﾡしたもの 

ごある. したがって ﾡ初 つれらの因子につハマ不用生ﾡる 

全zのデー タさ案め 地のおﾡとなう n らの西子河の戻係を 

でろ < ヒがi はしい. ゼ位の括ﾡしなう西多が・ 術学品上て 

区別ム次るかビう かを知る にめに浸場 ご突体秘 して 号長をま"て 

かる.2の うま13各 位銀の校ﾡは ﾡに ﾡ ざハろ・ﾡ に 

オﾡ☆ﾡ形ﾡ位置とﾡ生の外ﾡしを獲家する .

D-〜2ァレ22と

山 とおが永ﾡKﾡわるﾡ的な休ﾡでは ﾡホ遺や棒水登 k 
する多は 斜面上の置と肉並して 厩動 正しく 張列 した位 

を リ だす ﾡﾡが ぁ s . 依前 でば地下水面 uaこc ZとN&



は土ﾡ表面と一彼するか 炎はその上にあるﾡ伺があろ 土ﾡば 

深く、 缶くさり. 営めの生ﾡK不可タの物夜1<ほむポになマが 

#永く々の8ハCヒがラ)- 岐ﾡかるは- 地下水面ば悠<. 土 

ﾡば※く ﾡ恐てdほ.山ﾡﾡば 山ﾡよりﾡな候ﾡ愛化 

とうけるつとがす・ﾡ面ば 商. 面面の斜面に救ぜて ﾡ 

もy.
れ必 琴ほrよ ラ地のみ分は ﾡ本前rは次のﾡ目からﾡって パ 

ラ○とが多J;ﾡ 斜高上ﾡ,斜面中天ﾡ,ﾡ下ﾡ。ﾡだ 

大体ﾡて&ﾡのマ1の高さがﾡさるつ ヒa つの分ﾡの 

以けにはっ・ つの-桜の展のK対して ヲくのケ前例外がある. 

ﾡえば ﾡﾡじたﾡうの悠ﾡr ﾡた砂ﾡの没微面が海在する 

2 ヒ 巻ご あ っ・

ﾡ生の外切 /P P-ea〜2cと f Ueae1aぞco

ﾡ生ﾡにﾡ2休相が優ﾡと占めてハろ ﾡ生の外ﾡは 位分 

寂の有問品ガイ ドてある。 普通 昼ﾡ木が成然四にする材高 

ル2r正例して多。 東ﾡ秘によってﾡ前初部を判めす小ば 

交分乙ろる.

ﾡのﾡの契

価値のある制集のﾡ跡手後ヒして.は次のﾡ方ものがある . 雰員 

yで況し 海るﾡる こまず各ﾡ板な に系従ﾡに セット シ町形ヒ 

ﾡわる のとN じゅなの身兵上K 各ば位 のうフっマ ・Jろ矢体 

(ステレオグラム ) をﾡ止る2ヒ 乙ある .

内業にあけ ろ区化 0fface ?dP/-3

ﾡ位収を※で函化す3にば n駐号上K ざのを区 

入すろ ﾡ.ステレオブラ4 ﾡ々行う受ﾡﾡ合のﾡ求と 好星さ 

セ E 4ﾡ新文に z の消町に逮す いマハろ.

最終話を現城延合 F22 だAe2Cc&c&3a

弓耍 による四显区 分应病展 を 決足す る rにほ 森作& Kんだス 

ポッN zx合 しるみラ ﾡがあ ろ . ル達 ヒざろ 区分 の在資 

が与受刈$Y よっzえらかるもの をなえてお り ・ 理起 で受数ﾡほ 

細分5し 高け1ばほら はJJつレ が 多 J.

泥ﾡﾡ才産 ーPntcとcdなeて

合よつては あみﾡセに下け生育すろﾡ何があり- らに 

少眞で払別るざ ラ 福ﾡﾡど型が存在する ・次えら た遺種に っ 

乙ば 地促のﾡIﾡでは思1JMよリ ﾡ書が高くたういNう迎 

由から ▼のが々ドとしz はおﾡ庫ﾡ材材ののヒがある ・最だの 

ﾡ位に 航空与又士る ﾡめるば単にみハださのろ2とが引». 

悠Jﾡ位さ示す西多ヒ レ てd 月林炭の悠N 2 ヒ . 全林木ﾡ彦 の

N ○と. ﾡなの悠1 2 ヒ. 役ﾡ才2 え消及ば可ﾡ形と たり茶は 

まばらKつマハラ2 ヒ ﾡﾡた土凌を示 す意石 の愛な・ﾡいセ 

ﾡKﾡ有 な材秘 の ﾡ塚である .

一ぐ一 ～S3～



航空号調査と池上調宜の復合ぜ

Comn&どンa 月ecoピ Sce anし q-xew 

uxe

一名筋余ﾡ G-euex2と /2x-2C/2-4ed

税空坂契登とﾡ上ま登とを炭変子せるには次のﾡに行ラ 

ノ. 統空号ほヒ そ株分 こクラスに 分袋す る

2 ・ ﾡ空号民か らっ た株分ﾡ区 ﾡは今込上て 卓ﾡサ ンプリ ング 

名するつじによリ 名クラスのﾡを決定する. つnらの林ﾡの 

写風によう分見ほ 条水&にﾡ地ﾡ合する2とKより 確めら. 

次3 z.金空与によろﾡﾡ値と血きYに整すラ .

3、上認の ﾡ象を基 Kレて 各クラス おい N ・ﾡ土てとらぬば 

ならなハプロツ ト数をすﾡする ・

4 受地っ。ロッ ト と祝ける奨 ば無&法ごﾡ塗 写ほ上K定め ら

mn る ・

s 流受号ﾡよる分殺び契めらた 各クラスのエーカー当リ 

子ﾡが救こ沢 め う ためﾡ幸節店 之送 乙. ○の プロ ット &初ﾡ 

寸 る .

るをく。短形にものが愛 ば た 号全部に っ J油かnる. 

Cnはﾡ部を 西獲 させず に 目的 ヒする 池 圾を一方 の第眞 から世に 

勝化 すみため の.具とたる .

3 千ﾡ術なﾡほ判就にﾡ央な前研ﾡのため ﾡ金5ほ全 

を便って 愛ば 多民上で. 全ての 余株 フラスを分扱し. ﾡ引 

をフけ・ごのﾡ研をﾡ入する、 ・

4 調を乙受ボ=ハマ全てのﾡ部を来めうのに番だから. 季受 

Lの7扱に注意 しおがらﾡﾡで 号災ず就益系を政合す 3 つの区 

合は出求るﾡリ号ﾡずの合白ﾡが行うきである。 つのため * 

の後の作茶は一燈正ﾡにはる ・

今 ﾡ標減 立路. 河 ごの与眞.地の忍ウに共通なﾡ 

形前射核等 の御差問 の物を利用して 森係 クラスのデー 9な写 

ﾡからﾡ忍に系身する c ﾡ平あよびﾡき )

4 各株旅クラスの面ﾡをする・

多度 と のサン プッ ングにさろ 面渡の次犬

A-ヒ&& eイ&xマu&イcor ペ

化よ ろ 面ﾡの次走 2ede～22dcm だ

?14/イ1

ﾡ伏の発1桜形のあらyる場合々 条林ﾡ函がル登とさﾡラ特 

殊な あ合 株 クラスの面には次の様にしz 沢めるのが一書 

艮 N ・
ノ・糸旅ワラスの ﾡﾡが孝入さ ぬzNる 第眞をﾡが公す。2は 

東公野ほのどち ら かーオQ 場風をあを.

2 ・姿らばた号ﾡ全事につパさ 目2ったﾡﾡはすビの協 

をークレ、夏復塚具共ﾡ紅ﾡをﾡって ーオの 写ﾡ対mす 

の) 森がだﾡがルﾡてほ・ () 調ﾡﾡ化の投係的面ﾡが分 

フこハろ・ 何 ﾡ長ﾡべによる動ﾡ椎定位のﾡりが日経 地 

形がなだらか乙ある.あ合には ﾡ浜上のサンプリング)は 面長

計置と本めにば 生分送である。 ごの々リなな次の盛りてあ 

る -

/ ﾡ査軍及内Kにき ち 3 深水のレa <よ)の 域小我 を予め 公 

式乙次めろ.

フ ミ 株株クラ ス ズはﾡ定の クラスの 面枝ﾡ合の推定ﾡ

一-よ～ 〜$よ〜



A E ミ 小女で示し た校談差

t : ﾡ定ﾡにすう信震浸そ安ろﾡ救

知 : 調書しようとすうものが 甲材族の面武であるとしさう

2のク ラ スの通及百分牛の逸当 はﾡ定ﾡ はz*であろ. 井な課 

愛の2。今5ラのクラスの の穫製合 と※足した1 うら2は 

2。回に ノク旦の以で公ﾡするル客があるとすば t=メァ/

__ozく/◇o-○.z←)(ス2の)2 :
ペ (02。3 -タ/

s合 PのR良推ﾡをﾡって 感の永株ク ラスっ1て c の年 

を録区す ダ問すべ冬央の数にどの フラスに対レても常にズさ 

なも のにほる.

2. 拒暴号ﾡ政にモザ4 クご面ﾡサンプリングさ行うのるあ"げ 

ごのヒﾡルF時 小府くともﾡﾡな汝戸けはﾡ査軍位に基ち 

る 立当ほ向ﾡ乙ﾡﾡした矢列のある透ﾡ派をる.一ﾡに 

サ ン プリ ン グが全動ﾡヒ ・ う様は単ﾡは ンっれe対&ヒしたも の 

ご6及り 央体双する時に 一枚-杖の 耳瀛を秋 ラ方か、得ま 

しり し. 又 ぎ の はﾡがあマ ・ ﾡじﾡが調査早化 の茨平k るちろ 

六 略の •政数は 消5モサクかのたさろ-

3. 通势 な 点 の気列 原 就 劭或信 ランダム比 庫が,ﾡﾡ板ヒテンプレこ 
卜の予に切 し付けをすろ 翌8人の絶数生 渦私すや二写よの ﾡ でば プ°レー ホ 
L.に凌める 1人の 次が示字 る・つの 数るﾡ玄 Kにめる。 テン 

プレートは与員の大ささより殺分大きくする. しかし更列は 大 

療 ・ *2 め の 鉅彩 の 記物 こ テンプレー rの中じに奈 

めろ旅にすう. ○のﾡた実列く号受の有効動意の平均よりかさ 1) 
と 矢 の長ﾡが主央量に ﾡほKさ引米K与成LK度たﾡ 

隣ﾡし た 變義写典 を •戻 ラ遊台 ・4が最大であ ってもほじ 呉ほ上 

のﾡﾡを =墨Kにサンプリングするﾡなつとは海。なパ・

例 爾達準丝の一檻本に っ 2N ﾡ勃28z。。 の炎臓意*て、、

～夕とこ

・ ・、・ ・-. ・ ・・ .Ni ・フ W
あり 実体えの保 じﾡに詞査平位のある与疑は・大体ノ/eo 
ヒ区定する レ白がっこ 一校の号星ﾡり282e°/〜。e 
ﾡち2くZ夫がル器である・まるめいば 一当リ2? ヌが翌 

で»み ・念象が /2直岡の ヲ兵からなフzNる ノ时固隔の三本 

の条 秘ゴﾡに呉を魔列させるつとが公示ろ。

2 央悠う次をにﾡほ上Kにﾡ力引. ビの写具にっ1るも 同じ 

まる標定す ろため ﾡﾡ駅の 祖雀をテンプレートの上に マー 

クしておﾡ ・つm を凝定 にﾡラ

s 動衰が確定レた とか. ダさnマパる ラス々土ﾡク 

ラス。 写員上のﾡ分に落ちだ 数&ご帳する

4 式るフクラスとのものヒて元線され白兵の数と どの調登泳 

ﾡrに 協ち る 呉の 雀とのはに ノoe をﾡけ ば. ごのクラス の土 

池の百分争がままる ・

例 請査地全体にほちる 最ﾡﾡな実の他ば 2夕2o。 であ 

フた・ (ﾡ手の疑は ﾡ邪が西才rまたがつて1る写ﾡビの材象 

の歳矛の外に落ち るから /2e枚 の写全部 に27桑る岩リ 

当てた としても ﾡを川 だ数と期待数とは目じも のごはた )

ﾡ皇写ほyで 2夕 αoo天ヌはプロトを調書したﾡﾡ 4S2o 
プ°ロツ ト が用休 , /84o0プロット が小文太林 442o プロ 

ッ トが芝の化の 本分 kにﾡち 全体 の面ﾡく4) はみうよ4。 ○工 

ーカー て"あ るとする。

■ 英ご 分痕ざ m た各クラス の面昼は

問材株 : 8う$2。。 (今。 ) = /84+9 エーカー 

小え*株: 23$4。。 ( %念 )= 423294 ェーカー 

ごの他 ミ 2う*,2o (今。) = /n 4zs ェーカー 

2 の※たﾡが正確も の乙おるしすU a柚契差は次式かみ

〜クー



ﾡ示る。

E=Vイピ

河材っ ラ スては 教差 は

E e Vaz-Sラ--- = Yco。o～4szz = ○40222

前ち ア < o.2z2 )の/ノんである.

夕○ < $-。 4 > ・小丸六旅のプロト の2o6</22 の 

中2e ごのﾡのフラスのフロットのノ。 («2の中) が用 

林ごある C ヒが示さハ だとすう, ﾡ林面殺推定ﾡを修正 する 

ﾡﾡのある2とを2のデータ 3示し zN3. Cnを行うぐりを 

なに示す.

ﾡﾡﾡ合よ る硫写眞 面渡推だ値 の 修正

号収による分類

写愛プ7° ロ 

ット送

製 合

P

° ロ ット数 用林 
の列.合

Ps: R Pe

成 戚 "ゴ 
"ン ト

:

用ﾡﾡ

7st

小メス株 

とのな

計

く$2。

/& 40
“a/ク

nマ co

2.2Z2
、 427
、/

< 222

$e
/グo

&s
2o
0

"、タク

、2o
・ /2

、 P38
、ノ2ケ 

、o./$/

、343
発ﾡのﾡ合を孫I乙 号送プロットの何かば 親會さ、取合し 

てみな かば高らない。 CJ 各ク ラスのエーカー当 り の平ﾡ材 

盛が自めﾡ〜 変ﾡプロ ットから 決さﾡ計る笑える が. 面 廣 

推えアけがﾡ番であのば 余分な深が含まn る ◇とKにaヨ ・

, ﾡ浸愛彼系をﾡ正す ろため 盗目容 < /o。 ﾡ目表 

はごのな) の 呉をﾡる照会 す引 ・各クラ ス毎Yほ小限 2o,ョo 
&木』ば2 上の央と塚会するﾡがある. C のﾡﾡ東合は号 

奥による 奇渡た値をﾡ正すろ 基ﾡとた 引ものごある。

催 かほ プ°p ッ ト が戒逆で双合 さ 由 ・ 以更さ るものの多)Cと 

が分ば ﾡ正た面意は. ばるかY大空だ油よ誤差をﾡっ2 
ヒkなうだらう。

次のﾡは 総正面ﾡ およびざ のﾡﾡのまﾡ法を示す ・

例)・ﾡのﾡ2 の処て 明材株 クラス 乙、今2プロット ・ 小犬 

クラスる ノooフ。ロット , そのﾡのクラスる4oプロットがﾡ地 

乙双合かだと坂ﾡすろ。ﾡ地ﾡ合のﾡ県 用材プロ ト の

～3よ～

用材林のﾡ正二 1 た 面ﾡサ合 (&Ps> は.2.42う で次式か 

めらaる -

&Ps=ェ P Ps: くこは和乙表はす)

用休 の通ﾡは

As=AえPt P= < 83$:4c0)cd3423) = 284z8 フ

修正面の誤差に次の ﾡ程式で来めらn る・

E»s =AVz ア及ア立 + 支区回
/く ノ

凝者の計算を次に示す.

3受614 P. Psこ 7: p2Ptび-B;)
「 7 够じ P. P.

用効林 2、2マ2 久ア 今o 200o8a?// Q/夕28 2.ノ22.22
小X太株 ・ 27 、2 /2o occ4.oo6 / oo25-o8
*の池 、/ 、/ 4o 200.o$/302 o /夕/ o.c2/.S-/

計 / 200 Q 22926Ro/? oo3 0.2ed /
〜$テー



EAs = (83$:20o)Vooooっ4p2ラ+ピ-°422-2ラ2°ラン

= < a3s4ee 入 Vo. oe。 24ラ ◇/+a ooe.coシ. o82
=2ョZノ う

つば 修正 通ﾡのみ2%ごある.

地上 におけるﾡサンプリ ング にルﾡはプロツ ト 数

Vんの,n2
G子zctuっ

赤旅契登K統与戻を利可す れ ば ﾡけﾡﾡる各赤ﾡク ラスの

面惑を章すラ っレがるﾡ ろ だけてなく .ル髪 彦るろ るため

Kに愛する プロツ ト 教を減 すこ とが未る禄に各クラズ 地上プロ 

ットを為考るつじも公来る。 つの居化法を使えば ﾡ琴とnョ|

ﾡ度をみ=ず プロト逃を /っ ～ /3 に基すっとヒができっ 

号兵判ﾡで数発く の クラ スが初さ n引時は. ル愛 は愛ﾡプロ ッ 

卜汝ﾡす事するためにば 大ﾡのエーカー当リ干ﾡ材ﾡる 2 
mめのクラスをまヒとめろと便利るあ引- 用林クラスは 大、 、 

小の 号求ﾡでまとめ らmた。暦京 で取り 毎るプロ ッ ト 数が. 週たさ 

41たものでふく、袖花 おま差が分 っ て あn ば
/(c7)ユ

: プ°ロ ッ トX
c ワ : 愛助年ネ <子ﾡプロ ッ ト 材複 の 百 分車 でﾡめした .

. フ ラ スﾡフロ ットオ

ﾡの標準ﾡﾡ) , AE; 許各まﾡ , つも百か牛でﾡしてあう・

例

ﾡ求大の 用材株 ては .ﾡ定千ﾡ 材枝 はエーカー当リ so・ 
b.d.ft プロッ ト 材浪の推たﾡのﾡ非偽塗は. に ・M. b4 t 
てc▽ Ia々oメヒ高つた.新意訳ﾡを2 とすば,◇の旅 

ﾡYﾡ方ﾡ本女は 4 cン/zコ 印ち «○oヶである- 柚公誤差は 

あらゆる系西による 調査ﾡ差 の総#さり ずへ ヒハさ 万ものそ点 

けハば方のなハ. .

全クラス の 施材殴の義差が分出 ば、. 駅本の大さ = は 最産ﾡき 

主る決定木る. c面戒が地ﾡで定さ』< るﾡの救多につ 

ては23車を教ﾡ) 非希に大さちﾡ本と僕って 面夜が号ほサ 

ンプリングでまめらる合には 面膜推戻停は. ﾡ馬的～ほﾡ 

差がなと仮定さるつとが多い。

充ﾡプロッ トﾡ定のための号眞の利用 Laa 2&o
PAaなazaP& 夜 イocd @yozcnuL P&oう •

&クラス にﾡす多来地プロ ッ ト数が決次まば 号長を利明 し て 

Cらの プロッ ト をﾡ地に故置する 2とができる ・ フラス毎に 

写眞又林のﾡﾡ上で2の クラス r入る人玄に対す ろ立セロット 

のﾡ合を報す る ・

/«.4eo。 号長プロ ッ ト が ﾡﾡ大の 用材株? ラスr 入ハ ぱ

α,s の桜ﾡプロットが 2の赤に材してルﾡであり、 4o
番百 好の 美 を規池 て移し ﾡﾡっ°ロツ ト の中じ と し てっnを使う 

つらのプロトが 基々 函で人めらママ時には目ご判町す 

るか プロ ッ テング我置て、ぎ の 位置を求め •ピン そ 仰々の与長 

に移身する ・ ・

Cの写曜を理処に携行し. 地上 乙ぱ番 尽 スポッ ト をみっけの 

に任う- 写眞或は他国 上に表わ“ ているフロトの< cあうﾡ 

界ポは 。ロツトのﾡﾡ乙の位置を決め多のに使う. したがって

〜5の～



ﾡﾡ送の他の ﾡ合太か ら長1) ﾡﾡをい くのにでさ茶は早く 

な る。

ﾡ 計 ﾡ

写ﾡる 分坂さ nﾡクラスの ﾡ材ﾡは ぞのクラスの 面ﾡ とエー 

カー当りそ ﾡﾡビの 祈である. あるクラスー 例Jえばﾡﾡ材株 ク ラ 

スの材&がル号であフ < • ゆ正面波が校め ろならぼ,エーカー 

当 り修正平ﾡ材衰をﾡうさ である- 用材ﾡク ラスの修正手均 

ﾡは次の桜ﾡすろ . 人 は現ﾡ東合の結票 用材株クラス

乏。乙ある つとの分った与反プロ ト の千均 ﾡ 乙 あ

号員によろク 
ラス或にほ

P Pst え: R P: 交と

ﾡ材休 ② 22 2 〃夕 3oM 今 ララ 。m
小 河 太株 、ど7 、 2 s 262 ?。/
そのﾡ /ダ/ 、/ / ・2 /ダ/M

計 /、/ライ / M

斤 だこ ご愛みイホ子均は正 千ﾡ材ﾡをと章するﾡには

けしマ ある・

用才地ル のな材ﾡ は

ド か 同 じ用材体ク ラズに泣するJ< つか の 推定 感の 平内 どﾡ貴 

安はそのクラ ズて該けるジ夏地プロ ット 次の沢ﾡに桜える に 

さの課差は子ﾡ化さ る ﾡ向 がある. 次に峯ﾡするうっの一桜的 

才ょには、ステレオ グラム法. ﾡ生写み長表法 米ﾡ属求を 

利用するだめのﾡﾡﾡが含ている. 去求るﾡり 税空号長K 
よ ろ分江桜のﾡ文ﾡはﾡ放 °ロットで念すぜさでおる.

ズ テレ オグラ4ま -44xcoavan ue&ec
○のう支は. 株分の立な後とﾡじ承 株分のステレオグラムと 

を日羽でと段すうつとKにﾡご乙あNている ・ ごの令 りは次の通 

りである。

/ ﾡ空野眞立ではっュリと定うるﾡ所でだ上と. き夕ぷ大さ 

ご の 林分 氏 に潔本 プロット在教けろ.

2 つの プロ ッ ト が 中央 部 に あう様に写収の一術 く替式/ w平) 

を切り取って 実体ﾡするだめ プ°ロトデーウと一落にメガード 

政は登女にﾡする -

3. プロット 疲 の分ってハる &々ステ レオグラ 4と 製す ろ 

っヒKよって e◇ な林分 のエーカーきり ﾡﾡは柱たさm る ・ ス 

ヲ レ オダラムと末却材分に述し て 灣一内容の 写契を便わぬ)ゴ な 必 

な))。

Ts=< 2828 2)<6436 /M)= く 88ど$女 7 Mイ

ﾡ生写ほによう重ﾡ材ﾡ椎定法 Dンec花 /ム次"

E 2イuスなかv F-そew A -2224 P&o花3t2P-43

一秋的系ﾡ G-oex28 /2nc<Pピo

エーカー当りの ﾡ桜 C 夕ふのあ るもの左旅い ﾡ眞才後とは 皇 

ラ) にﾡ航空写ﾡかあ定ごﾡる ・ 仰々の 推定感 は 正確ては な

就生野愛才求表 Aexo& しa.4uonc T2462o

2ばエーカ ー或は ¥ 不ﾡ位る ﾡ 上 でネ めらn軍ネズば 

分遺たﾡか らaﾡさ m ろ ・ e2は材高役 ・ う フ n農衣にす る エ 

ーカー各リ材ﾡを.ﾡ生与浸木分ﾡ表 -& スム/4 
wwecm *&e は突える。ﾡﾡ樹慰産径が公量としてﾡル 

a老○ヒもある. お市 とエーガーさ り出面ﾡで基ずく株分材ﾡ表 

は 他密には高構歳のものが等らるが、つKは うつw

～ダ2〜 ～6～



及で断面意をたする必髪があ リ ○小以外の安ﾡは号ほ上では

ﾡ生号求星木林校ﾡ 7 -zee- 2exc22 2.22 tz&& バ 普 

逸 e2ほ材高お よパ材感皮ﾡ役に 材するェホさり 本る祭 える, 

昇ほ上でエーカー考リ のか必表を淡えろ ◇とはし1から 一微 

a ○nは林分浪表ょ り方る. 現行のﾡ生号以材夜表が最袋

示してある. *:

及ﾡス Conuezdc。 7ん44ed
次祭けは お書経 に材経し林高ヒの銀合せKるする 

平木の d.力2 の推たをを与える したがって命ﾡ写ほに替流の

破液がﾡえろ ・総計術にば不ﾡ全方ものマあるかくの.め.2 は 

最初 ば 後腐度 黄 と レ <政坂か れ.次 で独立委番と レ マ 取扱 

かnる。) 軍木さリ の大ﾡその材ﾡﾡ定位を夕えるも のヒし 

て送えの行くつヒがす.家ﾡおよびﾡﾡ乙は 略軍レレマ 

あ署区径がう2次以下であば 卓ﾡのん.あ、&な 次單位 の 

材ダ のシuKﾡ○とレて］マ・ fkcぐ。 ペ&xzパue 乙、ば 

vオ年位の "•と. & は ▼ﾡの横度径に等レと仮文n て 

・る-

ルルプロトKよる ﾡ長材食推え煙 の 修正 Adrtne
4 PPuイoaccn&ce ocm& EィmzZad イ

アと P&ex3
ﾡ地プロ ツ ト で写復材政速ﾡﾡをﾡ正すっ ケほは次のり てみ 

る ・

/・ 号※とr数け らmﾡﾡ炎のプロ トr 门 < ブロット牀種な 

雀たする-

2.調各さるべz 東協Kにおて②書目ﾡの 号 験プロ ッットをマ 

ークする (全休で数ダースのマークさたプロットが毎らm ・ば 

す分る 力る ・

ョ ○のマークさたプロットrっ"て 号浸材桂た名と及老 

材ﾡ波定悠 じを*める ・

a ﾡセデータから マークと 正 た プロットの平 均ﾡ波 くアs 
を算する。

$. ビマークセたプロトの号具上てﾡえさnれた 平内材ﾡ

< 才= ) を早する ・

4. マーク<ハEぷﾡセのデー9だけをﾡフつて、ヶ区&Lr-価 

ク の 脱遊 プロ ッ ト材ﾡを泳底する 雰浜7。ロ ッッ ト疲にオ しさ点経 

+3. • _
ク. ○の図から回帰像を0セ g※は象る候 Wち回ﾡ保数 

bを決める。

み. 次の公式 <ア,/ 加んス"九 ・ ど,ラ- 7ateっぞ Secvcce
Pacfc。 んGそんuc3右 アocecぞ 22 P272-e E<P
5t2 ノタ←oの永総ﾡの為そから得らたもの> は 2前

のヌLのがら回ﾡﾡまる垂彦よめ. その承から水平にす軸 

土のア2 のﾡを続サ レろ つとによっマ ﾡ正子ﾡﾡ cYa〕

をﾡす る ・

アa=Ys+b くXL-又。>

例

大 d殺の 河本て 航一 号 長本分 ﾡ歳 &ﾡって 書が行は 

»E . う4○ヶの号 以ﾡプロ ットがとらn. ノ○番目毎 のプ 

uットく 全体て ヲ« >をマーク シ. 現地ご型した・ プロット全 

味0多よよ り予均忍推た値は椎表ぞ エー力ー当り o・2 M- 
c.t く又L)てあ?た・マークさたプロトにつマ 零 

送Kよラ椎と殺は.ﾡﾡるエーカー当 ク/&ft 
くヌs )マあった.Cと同じマークさnたプロット の平均ﾡﾡ

〜る
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ﾡでの 双ﾡﾡ材粧材るのﾡ具不の四に示し ある 2 67 
でめった . 開本ﾡ本の戻ﾡ費で の ﾡ正さ別たエーカーﾡり平 

内材念 は

7a= フタ+ ○ケ? く/e.2-タレ/> = 2うす^.ct

夏Yよマでば て2.2 から ﾡ郷ﾡまマ番卓Kと 

» その央か ら水ギ Kアaの値みう をﾡみとる.

(兵-4-エ 上2W2 #甲 - 敬枠 7 ぐロo# ※価2砕d

材花は. &材戒てエーカー当リ フ・?/cft cアs ) であっ 

だ . 同 係数 bく 引グのマー フさハたっ°ロットYする ﾡ

～<ど～ 〜<フ～


